
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
、｢

奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿｣

一
〜
八

(『

南
日
本
文
化』

二
二
・
二
三
・
二
四
・
二
六
・
二
七
・
二
八
・
三
○
・
三
一
号
、
鹿
児
島
短
期
大
学

付
属
南
日
本
文
化
研
究
所
、
一
九
九
○
年
三
月
・
九
一
年
七
月
・
九
二
年
三
月
・
九

三
年
八
月
・
九
四
年
八
月
・
九
五
年
八
月
・
九
七
年
八
月
・
九
八
年
八
月)

に
お
い

て
、
一
二
七
七
年
か
ら
一
六
二
四
年

(

寛
永
元
年)

ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
、
奄
美

諸
島
史
料
、
琉
球
史
料
、
朝
鮮
史
料
、
日
本
史
料
、
島
津
史
料
な
ど
に
よ
り
奄
美
群

島

(

奄
美
諸
島)

の
編
年
史
料
の
稿
本
を
発
表
し
て
き
た
。
筆
者
は
、
一
九
八
八
年

か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
南
日
本
文
化
研
究
所
の
奄
美
諸
島
学
術
調
査
団
に
協
力
団
員

と
し
て
参
加
し
た
。
そ
の
間
、
一
九
九
四
〜
九
七
年
度
に
は
重
点
領
域
研
究

｢

沖
縄

の
歴
史
情
報
研
究｣

(

研
究
代
表
者
、
筑
波
大
学
教
授
・
岩
崎
宏
之)

に
参
加
し
て
、

島
津
家
文
書
の
情
報
資
源
化
研
究
、
奄
美
史
料
研
究
に
携
わ
る
機
会
を
得
た
。

｢

奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿｣

一
〜
八
は
、
奄
美
諸
島
が
琉
球
国
の
統
治
領
域
と

な
る
一
三
〜
一
五
世
紀
か
ら
、
島
津
氏
に
征
服
さ
れ
新
し
い
統
治
体
制
に
移
行
す
る

一
六
○
九
年

(

万
暦
三
十
七
年
、
日
本
・
慶
長
十
四
年)

〜
一
六
二
三
年

(

元
和
九

年)

ま
で
の
時
期
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
奄
美
諸
島
の
博
物
館
・
図
書
館
等
、

鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
沖
縄
県
公
文
書
館
・
沖
縄
県
立
図
書
館
・
那
覇
市
歴
史
資
料

室
等
で
の
調
査
・
史
料
収
集
に
よ
り
徐
々
に
編
纂
し
た
た
め
、
編
年
史
料
集
稿
一
〜

八
は
、
時
代
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
九
〜
二
○
○
○
年
度
、
二
○
○
三
〜
○
四
年
度
に
は
、
職
務
上
、

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
の
編
纂
顧
問
を
務
め
、
奄
美
諸
島
史
料
や
奄

美
諸
島
に
関
す
る
島
津
史
料
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
講
演
の
一
部
を
論
文
と
し
て

発
表
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
特
別
推
進
研
究

(

Ｃ
Ｏ
Ｅ)

｢

前
近
代
日
本

史
料
の
構
造
と
情
報
資
源
化
の
研
究｣

(

二
○
○
○
〜
○
四
年
度)

、
基
盤
研
究
Ａ

｢

日
本
前
近
代
史
料
の
国
際
的
利
用
環
境
構
築
の
研
究｣

(

二
○
○
五
〜
○
八
年
度)

、

史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢

南
島
画
像
史
料
の

研
究｣

(

二
○
○
五
年
度
〜)

に
よ
り
、
史
料
の
収
集
・
整
理
を
行
う
機
会
を
得
た
。

一
方
、
二
○
○
二
〜
○
四
年
度
に
は
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
が
、

鹿
児
島
県
の
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
に
よ
り
、
奄
美
郷
土
研
究
会
に
委

託
し
、
事
務
局
を
名
瀬
市
奄
美
博
物
館
に
置
い
て
、｢

奄
美
群
島
歴
史
資
料
調
査
事

業｣

を
実
施
し
、
既
知
史
料
、
新
発
見
史
料
な
ど
数
千
点
の
所
在
確
認
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
機
会
に
お
い
て
、
Ａ

｢

奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿｣

の
整
理
と
発

展
、
Ｂ
奄
美
諸
島
編
年
史
料
の
対
象
期
間
の
延
長
、
Ｃ
編
年
史
料
に
基
づ
い
た
奄
美

諸
島
史
の
研
究
、
Ｄ

『

南
島
雑
話』

を
中
心
と
し
た
南
島
画
像
史
料
に
関
す
る
史
料

収
集
と
分
析
を
進
め
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
Ａ
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
研
究
を

行
っ
た
。｢
奄
美
諸
島
編
年
史
料
綱
文
稿｣

１

(

特
別
推
進
研
究

(

Ｃ
Ｏ
Ｅ)

研
究

成
果
報
告
書

『

前
近
代
日
本
史
料
の
構
造
と
情
報
資
源
化
の
研
究』

、
二
○
○
五
年

三
月)

に
お
い
て
は
、
綱
文
を
編
年
順
に
整
理
し
て
出
典
史
料
一
覧
を
掲
げ
理
解
を
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容
易
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。｢

古
奄
美
諸
島
社
会
史
料
研
究
の
予
備
的
考
察｣

(『

日
本
古
代
の
国
家
と
村
落』

、
塙
書
房
、
一
九
九
九
年)

で
は
、
琉
球
国
統
治
時

代
研
究
の
基
本
史
料
の
一
つ
と
な
る
奄
美
諸
島
の
辞
令
書
・
系
図
に
つ
い
て
の
整
理

を
行
っ
た
。｢
奄
美
諸
島
に
お
け
る
慶
長
十
八
年
知
行
目
録｣

(『

黎
明
館
調
査
研
究

報
告』

一
八
、
二
○
○
五
年
三
月)

に
お
い
て
は
、
島
津
氏
に
よ
る
間
切
役
人
の
再

編
成
の
史
料
で
あ
る
慶
長
十
八
年
知
行
目
録
の
集
成
を
行
っ
た
。｢

元
和
九
年
大
嶋

置
目
の
諸
本
の
再
検
討｣

(『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告』

一
九
、
二
○
○
六
年
三
月)

に
お
い
て
は
、
島
津
氏
の
奄
美
諸
島
統
治
政
策
の
転
換
点
と
な
る
大
嶋
置
目
の
諸
本

の
集
成
と
本
文
の
確
定
を
行
っ
た
。
Ｃ
に
関
し
て
は
、｢

古
奄
美
社
会
研
究
の
視
角｣

(『

国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究』

四
四
巻
一
一
号
、
一
九
九
九
年
一
一
月)

・｢

琉

球
の
奄
美
諸
島
統
治
の
諸
段
階｣

(『

歴
史
評
論』
六
○
三
号
、
二
○
○
○
年
六
月)

に
お
い
て
琉
球
国
統
治
時
代
に
つ
い
て
概
観
し
、｢
古
奄
美
諸
島
社
会
の
一
七
世
紀

に
お
け
る
近
世
的
編
成
の
前
提
―
慶
長
十
四
〜
十
六
年
の
奄
美
諸
島
支
配
―｣

(『

日

本
律
令
制
の
展
開』

、
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
三
年)

に
よ
り
慶
長
十
四
〜
十
六
年

の
島
津
氏
に
よ
る
奄
美
諸
島
の
制
圧
と
領
地
化
の
過
程
を
検
討
し
た
。
Ｄ
に
つ
い
て

は
、｢

南
島
雑
話
と
そ
の
周
辺｣

(『

画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信』
二
九
〜
三
五

号
、
二
○
○
五
年
四
月
〜
二
○
○
六
年
一
○
月
。
継
続
中)

に
お
い
て
、
一
九
世
紀

前
・
中
葉
の
奄
美
大
島
を
記
録
し
た

『

南
島
雑
話』

を
軸
に
奄
美
諸
島
・
琉
球
の
画

像
史
料
の
渉
猟
の
過
程
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
度
の
本

稿
に
お
い
て
、
元
和
九
年
大
嶋
置
目
施
行
の
後
、
寛
永
年
間
の
編
年
史
料
稿
を
提
示

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
正
保
〜
宝
永
期
に
つ
い
て
は
続
稿
と
し
た
い
。

奄
美
諸
島
編
年
史
は
、
琉
球
国
統
治
時
代
に
お
い
て
は
琉
球
国
史
の
一
部
で
も
あ

り
、
一
六
世
紀
末
よ
り
一
六
○
九
年
の
島
津
氏
の
侵
攻
・
征
服
の
時
期
に
お
い
て
は

琉
球
国
史
と
島
津
氏
の
歴
史
の
一
部
で
も
あ
り
、
一
六
○
九
年
以
降
は
島
津
氏
・
薩

摩
藩

(

ま
た
は
鹿
児
島
藩)

の
歴
史
の
一
部
ま
た
薩
琉
関
係
史
の
一
部
で
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
琉
球
史
・
薩
藩
史
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
専
門
の
史
書
・
年
表

や
史
料
集
を
随
時
参
照
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
奄
美
諸
島
編
年
史
料
に
お
い
て

は
、
奄
美
諸
島
に
関
わ
る
地
名
・
人
名
・
事
柄
が
直
接
に
記
さ
れ
る
史
料
の
み
を
利

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
六
二
三
年
ま
で
の
既
発
表
分
に
つ
い
て
は
、
補
遺
と

し
て
補
う
べ
き
史
料
群

(

日
本
国
図
、
琉
球
国
図
、
世
界
図
、
航
海
記)

、
補
訂
す

べ
き
史
料

(

知
行
目
録
や
大
嶋
置
目
の
諸
本
、
琉
球
国
史
書
や
朝
鮮
王
朝
実
録
の
記

事)

も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
紹
介
は
別
の
機
会
に
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
、
一

八
世
紀
以
降
は
、
砂
糖
黍
生
産
が
大
島
・
喜
界
島
・
徳
之
島
等
に
お
い
て
推
進
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
て
各
島
毎
に
史
料
が
増
加
す
る
た
め
に
、
奄
美
諸
島
編
年
史
料
と
し

て
一
つ
に
ま
と
め
て
記
述
で
き
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
要
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
も
そ

も
、
専
門
外
の
一
研
究
者
に
よ
り
、
膨
大
な
史
料
を
収
集
し
編
纂
で
き
る
の
か
と
い

う
問
題
も
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
当
面
、
一
八
世
紀
初
、
宝
永
年
間
の
新
統
治
体
制
へ

の
移
行
の
時
期
ま
で
を
編
年
史
料
の
対
象
と
す
る
。
本
稿
は
、
学
界
や
地
域
史
研
究

に
お
け
る
奄
美
諸
島
史
研
究
環
境
の
充
実
に
多
少
な
り
と
も
貢
献
す
る
こ
と
を
期
し
、

か
つ
筆
者
の
奄
美
諸
島
史
研
究
の
便
宜
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
史
料
編
纂
所

が
編
纂
す
る

『

大
日
本
史
料』

等
と
は
、
そ
の
体
例
を
参
照
す
る
も
の
の
、
関
係
す

る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
奄
美
諸
島
の
諸
家
系
図
に
は
慶
長
・
元
和
・
寛
永
期
の

補
任
・
生
歿
記
事
、
特
に
喜
界
島
の
勘
樽
金
一
流
系
図
に
は
寛
永
期
の
大
役
停
廃
の

記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
、
関
連
の
記
事
の
中
に
収
め
る
こ
と
と
し
て
、

今
回
は
収
録
し
な
か
っ
た
。

本
稿
で
記
し
た
寛
永
元
年

(

元
和
十
年
、
一
六
二
四
年
。
た
だ
し
、
元
和
七
年
か

ら
の
大
島
検
地
の
史
料
は
、｢

奄
美
群
島
編
年
史
料
集
稿｣

六
に
掲
出
し
た
の
で
本

稿
で
は
掲
出
し
な
い)

か
ら
、
寛
永
二
十
年

(

一
六
四
三
年
。
寛
永
二
十
一
年
十
二

月
十
六
日
、
正
保
改
元)

の
時
期
に
は
、
元
和
九
年
大
嶋
置
目
に
基
づ
く
島
津
氏
に

よ
る
支
配
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
島
津
氏
は
、
琉
球
国
中
山
王
尚
豊

の
王
位
承
継
に
よ
る
冊
封
の
た
め
の
明
使
を
一
六
三
三
年

(

崇
禎
六
年
、
寛
永
十
年)

に
琉
球
に
迎
え
、
琉
球
の
明
へ
の
朝
貢
貿
易
を
拡
充
す
る
こ
と
を
企
て
て
い
た
。
こ
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の
間
の
琉
球
と
明
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『

歴
代
宝
案』

や
琉
球
史
書
、
島
津
家
文

書
に
よ
り
多
く
の
研
究
が
あ
る

(

豊
見
山
和
行

『

琉
球
王
国
の
外
交
と
王
権』

、
吉

川
弘
文
館
、二
〇
〇
四
年
、参
照)

。
ま
た
、
松
下
志
朗

『

近
世
奄
美
の
支
配
と
社
会』

(

第
一
書
房
、
一
九
八
三
年)

は
、
元
和
〜
寛
永
期
の
、
島
津
氏
の
琉
球
・
明
と
の

関
係
、
対
外
貿
易
に
お
け
る
奄
美
諸
島
の
位
置
付
け
、
近
世
的
支
配
の
展
開
を
詳
述

し
て
い
る
。

【
凡
例
】

１

編
年
史
料
は
、
綱
文
、
史
料
名
、
史
料
文
、
按
文
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

２

綱
文
は
、
前
稿
で
は
口
語
体
と
し
た
が
、
本
稿
で
は
文
語
体
と
す
る
。

３

史
料
は
、
原
本
や
写
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
史
料
編
纂
所
に
複
本

が
収
集
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
、
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
複
写
版
、

史
料
集
を
適
宜
使
用
す
る
。

４

島
津
家
が
命
じ
実
施
す
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
島
津
家
久
等
の
当
主
名
、
あ
る

い
は
島
津
家
の
統
治
機
構
の
役
所
名

(

例
え
ば
国
遣
座)

や
職
名
を
主
語
と
す
べ

き
で
あ
る
が
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
ま
た
命
令
の
主
体
の
識
別
が
容
易

で
は
な
い
た
め
に
、
薩
摩
藩
を
主
語
と
す
る
場
合
が
あ
る
。

５

傍
書
の
説
明
注
は

(
)

で
囲
い
、
校
訂
注
は

[
]

で
囲
う
。

６

『

舊
記
雜
録』

後
編
に
収
め
る
、『

続
編
島
津
氏
世
録
正
統
系
図』

よ
り
転
写
し

た
史
料
は
、
掲
載
し
な
い
。

７

漢
字
の
字
体
は
、
史
料
に
従
い
混
用
し
た
。｢

本
ノ
マ
マ｣

｢

欠｣

と
注
記
さ
れ

る
文
字
に
つ
い
て
は
、
便
宜
読
み
取
っ
た
場
合
が
あ
る
。

【
史
料
・
史
料
集
一
覧
】

『

奄
美
大
島
諸
家
系
譜
集』

国
書
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表
代
官
相
勤
候
覚
・
有
馬
家
系
圖

鹿
児
島
県
、
個
人

所
蔵

(

奄
美
博
物
館
所
蔵
複
写
版)

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
御
奉
公
相
勤
之
覚

(

個
人
所
蔵
複
写
版
の
奄
美
博
物
館
所
蔵
複

写
版
に
よ
る)

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表
代
官
相
勤
候
覚
と
は
別
本

｢

大
島
要
文
集｣

、
本
田
親
孚
撰

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
島
津
家
本

(『

島
津

家
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
集
成』

に
よ
る)

｢

大
島
要
文
集｣

『

奄
美
史
料』

一

鹿
児
島
県
立
図
書
館
奄
美
分
館
、
一
九
七
一
年

｢

大
島
私
考｣

、
本
田
親
孚
撰

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
島
津
家
本

(『

島
津
家

文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
集
成』

に
よ
る)

｢

大
島
私
考｣

『

奄
美
史
料』

二

鹿
児
島
県
立
図
書
館
奄
美
分
館
、
一
九
七
二
年

｢

勝
連
系
図
抄｣

喜
界
町
勝
山
家
本
、
折
田
馨

｢

喜
界
島
諸
系
図
に
つ
い
て
の
若
手

の
考
察｣

(

一)

鹿
児
島
県
立
奄
美
高
等
学
校
研
究
紀
要

『

あ
ま
み』

三
号
、
二
〇

〇
六
年
三
月

『

舊
記
雜
録』

後
編
、
伊
地
知
季
安
・
季
通
撰

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
島
津

家
本

(『

島
津
家
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
集
成』

に
よ
る)

『

舊
記
雜
録』

後
編

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編

『

鹿
児
島
県
史
料』

旧
記
雑
録
後
編
４
・
５
、
鹿
児
島
県
、
一
九
八
三
・
一
九
八
四
年

｢

薩
隈
日
田
賦
雑
徴｣

、
伊
地
知
季
通
撰

『

近
世
地
方
経
済
史
料』

第
一
巻
、
近
世

地
方
経
済
史
料
刊
行
会
、
一
九
三
二
年

『

續
編
島
津
氏
世
録
正
統
系
圖』

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
島
津
家
文
書

(『

島

津
家
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
集
成』

に
よ
る)

｢
租
税
問
答｣

、
汾
陽
光
遠
撰

『

近
世
地
方
経
済
史
料』

第
二
巻
、
一
九
三
二
年

『

道
之
島
代
官
記
集
成』

『

福
岡
大
学
研
究
所
資
料
叢
書』

第
一
冊
、
福
岡
大
学
研

究
所
、
一
九
六
九
年

(

松
下
志
朗
編

『

南
方
史
料
集
成』

、
南
方
新
社
、
二
〇
〇
六

年
、
再
収)

｢

南
聘
紀
考｣

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
島
津
家
本

(『

島
津
家
文
書
マ
イ
ク
ロ

フ
イ
ル
ム
集
成』

に
よ
る)
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｢
琉
球
往
復
文
書
及
関
連
史
料｣

(

二)

、
梅
木
哲
夫
編

『

沖
縄
研
究
資
料』

17
、
法

政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
二
○
○
○
年
三
月

｢

列
朝
制
度｣
巻
十
四
道
之
島
・
大
島

(

都
城
島
津
家
本)

『

藩
法
集』

八
・
鹿
児

島
藩
上
、
創
文
社
、
一
九
六
九
年

【
史
料
関
係
文
献
一
覧
】

大
山
麟
五
郎
・
松
下
志
朗

｢

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表
代
官
相
勤
候
覚｣

『

奄

美
郷
土
研
究
会
報』

九
号
、
一
九
六
七
年

(

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表
代
官
相

勤
候
覺
と
は
小
異
あ
り)

桑
波
田
興

｢

近
世
初
期
の
奄
美
大
島
代
官
に
関
す
る
一
史
料｣

『

中
世
史
研
究
会
報』

三
○
号
、
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
、
一
九
七
二
年

(

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表

代
官
相
勤
候
覺
と
は
小
異
あ
り)

奄
美
群
島
編
年
史
料
稿

寛
永
年
間
編

寛
永
元
年

(

一
六
二
四)

是
春
、
徳
之
島
代
官
平
山
蔵
人
、
徳
之
島
ニ
着
ス
、

[

徳
之
嶋
面
縄
院
家
蔵
前
録
帳]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
元
年
甲
子
春
ヨ
リ
同
二
己
丑

○
平
山
蔵
人
殿

寛
永
三
年
丙
寅
春
ヨ
リ
同
四
丁
丑

○
常
圓
坊
殿

寛
永
五
年
戊
辰
春
ヨ
リ
同
六
年
己
巳

○
平
山
内
匠
殿

寛
永
七
年
庚
午
春
ヨ
リ
同
八
年
辛
未

○
山
鹿
市
右
衛
門
殿

[

詰
役
系
圖
在
番
所
沖
永
良
部
島
代
官
系
圖]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
元
年
甲
子

平
山
蔵
人

寛
永
三
年
丙
寅

常
圓
坊

寛
永
五
年
戊
辰

平
山
内
匠

寛
永
七
年
庚
午

山
鹿
市
右
衛
門

○
常
圓
坊
等
ヲ
徳
之
島
代
官
ニ
任
ズ
ル
コ
ト
、
便
宜
合
叙
ス
、
徳
之
島
面
縄
院

家
蔵
前
録
帳
、
寛
永
十
年
着
任
ノ
野
村
五
郎
左
衛
門
ヲ
同
九
年
春
着
任
ト
セ
ル

ハ
誤
リ
ニ
シ
テ
、
同
元
年
ヨ
リ
同
九
年
マ
デ
ノ
徳
之
島
代
官
ノ
補
任
、
ナ
ホ
検

ズ
ベ
キ
ナ
レ
ド
モ
、
同
元
年
ヨ
リ
同
七
年
マ
デ
ノ
徳
之
島
代
官
ノ
補
任
、
便
宜
、

徳
之
島
面
縄
院
家
蔵
前
録
帳
等
ニ
ヨ
リ
テ
掲
グ
、

寛
永
二
年

(

一
六
二
五)

是
春
、
大
島
奉
行
是
枝
仲
存
坊
、
大
島
ニ
着
ス
、

[

大
島
代
官
記]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

一
、
寛
永
二
乙
丑
春

右
同

(

大
島
奉
行)是

枝
仲
存
坊
殿

一
、
寛
永
四
丁
卯
春

右
同

野
元
源
左
衛
門
殿

一
、
寛
永
六
己
巳
春

右
同

関
戸
左
衛
門
殿

一
、
寛
永
八
辛
未
春

右
同

山
田
内
蔵
之
助
殿

一
、
寛
永
十
癸
酉
春

右
同

野
津
安
右
衛
門
殿

但
、
右
御
代
迄
、
笠

(

大
島
笠
利
間
切)

利
村
江
御
假
屋
有
之
、

一
、
寛
永
十
二
乙
亥
春

右
同

吉
岡
宮
内(

久
嘉)

左

[

大

輔]

衛
門
殿

但
、
右
御
代
、
名

(

大
島
名
瀬
間
切)
瀬
大
熊
村
江
假
屋
相
直
シ
候
、
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[
大
島
私
考]

○
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
島
津
家
本

代
官
權
與
附
附
役
姓
名
之
事

○
中
略

寛
永
二
乙
丑
年
、
是
枝
仲
存
坊
、
同
四
丁
卯
年
、
野
元
源
左
衛
門
尉
、
同
六
己
巳
年
、

關
渡
戸
左
衛
門
、
同
八
辛
未
年
、
山
田
龍
之
助
、
同
十
癸
酉
年
、
野
津
安
右
衛
門
、
同

十
二
乙
亥
年
、
吉
岡
宮
内
太
夫
、

[

喜
界
島
代
官
記]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
二
乙
丑

是
枝
仲
存
坊
殿

同
四
丁
卯

野
元
源
左
衛
門
尉
殿

同
六
己
巳

関
戸
左
衛
門
殿

同
八
辛
未

山
口
龍
之
助
殿

同
十
癸
酉

野
津
安
右
衛
門
殿

同
十
二
乙
亥

吉
岡
宮
内
太
輔
殿

居
城
、
名
瀬
大

(

大
熊)、

[

金
樽
一
流
系
圖]

○
奄
美
大
島

諸
家
系
譜
集

○
金
樽

○
居

(

喜
界
島
西
目
間
切
西
目
村)(

金
樽)

住
同
父
、

○
勤
小

(

喜
界
島
志
戸
桶
間
切)

野
津
與
人
役
、

○
元

(

元
和
九
年
閏
八
月
二
十
五
日)

和
年
中
、
拜
戴
於
喜
界
島
置
目
御
�
書
、
傳
笥
蔵
之
也
、

○
為
勘
定
上
國
矣
、
御
代
官
是
枝
忠
存
坊
、

○
喜
界
島
志
戸
桶
間
切
小
野
津
與
人
金
樽
、
勘
定
ノ
タ
メ
ニ
鹿
児
島
ヘ
上
國
ス

ル
コ
ト
、
野
元
源
左
衛
門
尉
等
ヲ
大
島
奉
行
ニ
任
ズ
ル
コ
ト
、
及
ビ
假
屋
ヲ
大

島
笠
利
間
切
笠
利
村
ヨ
リ
大
島
名
瀬
間
切
大
熊
村
ニ
移
ス
コ
ト
、
便
宜
合
叙
ス
、

大
島
代
官
記
、
喜
界
島
代
官
記
及
ビ
大
島
私
考
、
寛
永
十
年
着
任
ノ
有
馬
純
定

ヲ
同
十
四
年
春
着
任
ト
記
セ
ル
ハ
誤
リ
ニ
シ
テ
、
同
二
年
ヨ
リ
同
九
年
マ
デ
ノ

大
島
奉
行
ノ
補
任
、
ナ
ホ
検
ズ
ベ
キ
ナ
レ
ド
モ
、
便
宜
、
大
島
代
官
記
等
ニ
ヨ

リ
テ
掲
グ
、

寛
永
三
年

(

一
六
二
六)

十
月
十
一
日
、
薩
摩
藩
、
是
ヨ
リ
先
、
琉
球
国
、
明
使
来
航
ノ
刻
、
大
島
五
島
ノ
役

人
、
那
覇
ヘ
参
候
ノ
コ
ト
及
ビ
大
島
五
島
ヲ
一
節
ナ
リ
ト
モ
琉
球
ニ
加
ヘ
ム
コ
ト
ヲ

願
ヒ
申
ス
コ
ト
ア
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
琉
球
国
三
司
官
ニ
、
琉
球
ニ
来
航
ノ
明
使
ノ
大
島

五
島
漂
着
ノ
扱
ヒ
等
ニ
ツ
キ
命
ズ
、

[

續
編
島
津
氏
世
系
正
統
系
圖]

十
八
代
家
久

第
五
十
八

｢

正
文
在
琉
球
國
司｣

○
朱
書

○

覚
一

(

琉
球
国
三
司
官
申
状)

、
白
糸
之
直
成
、
唐
ニ
而
一
斤
ニ
付
ち
ヽ
ミ
銀
拾
匁
充
ニ
可
買
取
由
、
先
年
御

條
書
を
以
被
仰
付
候
間
、
唐
へ
渡
申
候
才
符

[

府]

・
官
舎
へ
堅
申
付
候
へ
共
、
唐
之

商
場
次
第
尓
て
候
間
、
不
及
力
由
申
候
事
、

一
、
白
糸
直
成
之
事
、
唐
ニ
而
一
斤
拾
匁
充
ニ
可
被
買
由
、
雖
被
仰
越
候
、
唐
之
商

場
違
候
由
、
細
々
承
置
候
事
、

一
、
大
嶋

(

大
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島)

五
嶋
之
儀
、
先
年
以
條
書
申
上
候
事
、
唐
之
為
覚
、
又
者
、

勅
使
渡

海
之
刻
者
、
依
風
波
五
嶋
之
内
へ
着
津
候
刻
者
、
飯
米
・
野
菜
・
薪
、
種
々
肴

等

｢ (

朱
書)

欠｣

為
可
致
馳
走
、
又
前
々
者
、
那
覇
へ
御
来
着
之
時
者
、
五
嶋
之
役

人
な
は
へ
参
候
而
、
其
役
儀
相
勤
申
儀
御
座
候
つ
る
、
唐
使
為
被
存
儀
候
間
、

一
節
成
と
も
琉
球
へ
被
召
加
候
而
、
可
被
下
由
申
上
候
、
雖
然
、
右
之
様
子
於

不
罷
成
者
、
唐
勅
使
渡
来
之
時
者
、
右
如
申
上
候
、
そ
れ
ゝ
ゝ
の
用
意
相
違
候

様
ニ
五
嶋
之
役
人
中
へ
堅
被
仰
付
候
而
可
被
下
候
哉
、
何
共
唐
為
通
融
如
此
申

上
候
間
、
被
成
御
校
量
候
て
可
被
下
候
事
、

一
、
大
嶋
五
嶋
之
儀
、
唐
之
使
舟
其
地
へ
来
着
之
時
、
風
に
よ
り
五
嶋
之
内
へ
着
津

之
時
、
為
自
由
一
節
成
共
其
方
へ
御
付
候
へ
と
御
申
候
、
其
段
上
方
へ
得
御
意
候

処
、
此
儀
無
御
納
得
之
由
、

被
仰
出
候
間
、
不
及
是
非
候
、
若
唐
船
可
参
時
分

者
、
飯
米
・
野
菜
・
薪
・
肴
等
、
馳
走
可
申
様
ニ
可
申
付
事
、

一
、
従
琉
球
仕
上
候
物
数
、
御
用
物
召
上
候
而
、
殘
分
者
假
屋
之
蔵
本
ニ
て
賣
立
、
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銀
子
ニ
而
上
納
申
度
候
事
、

一
、
従
其
許
仕
上
せ
之
物
数
、
御
用
物
之
外
者
、
其
方
か
つ
て
次
第
申
付
候
事
、

一
、
毎
年
壱
匁
出
銀
之
由
、
雖
蒙
仰
候
、
唐
之

勅
使
可
被
申
請
之
用
意
ニ
銀
子

過
分
ニ
入
申
候
、
又
者
、
唐
へ
遣
銀
無
之
候
条
、
勅
使
可
被
成
渡
間
者
、
可
被

成
御
用
捨
様
ニ
、
御
侘
申
上
度
事
、

一
、
毎
年
其
地
出
銀
高
壱
石
ニ
付
壱
匁
充
被

仰
付
候
、
右
之
分
唐
之
使
渡
海
迄
者

御
侘
之
由
候
へ
共
、
是
も
無
御
納
得
候
、
委
細
之
儀
者
、
口
状
ニ
申
達
候
事
、

一
、
右
御
侘
従
於
稜
御
申
ニ
付
、
去

(
寛
永
二
年)

年
壱
匁
出
銀
之
内
五
分
之
儀
者
、
為
御
合
力
御

指
置
候
、
右
之
段
、
去
年
拾
月
、
其
地
之
使
者
佐

(

佐
敷
理
合)

鋪
歸
國
之
時
、
被

仰
遣
候
事
、

○
寛
永
二
年
ノ
壱
匁
出
銀
半
分
御
免
ノ
コ
ト
、
舊
記
雜
録
後
編
巻
七

十
七
所
引
寛
永
二
年
十
月
一
日
島
津
久
元
外
二
名
連
署
覚
書
ニ
見
ユ
、

以
上

寛
永
三
年
丙
寅
拾
月
十
一
日

喜
入
摂

(

忠
續)津
守

(

花
押
影)

嶋
津
下

(

久
元)野

守

(

花
押
影)

｢

在
拾
字
之
通｣

○
朱
書

三
司
官
中
○
毛
歸
仁
・
向

鶴
齡
・
金
應
照
、

寛
永
八
年

(

一
六
三
一)

九
月
二
十
三
日
、
薩
摩
藩
、
喜
界
島
荒
木
間
切
手
久
津
久
与
人
女
房
ヲ
喜
界
島
大
あ

む
役
ニ
任
ズ
、

[

喜
界
文
書]

○
九
州
国
立

博
物
館
所
蔵

鬼
界
嶋
大
あ
む
役
之
儀
當
分
持
候
人
者
、
代
々
筋
目
に
て
無
之
由
、
今
度
被
聞
召
返
、

本
筋
目
之
者
を
相
糺
役
可
持
せ
よ
し
、
被
仰
出
候
、
左
候
へ
者
、
荒

(

喜
界
島)

(

勘
樽
金)

木
間
切
て
く
津

く
用
人
女

(

恵
久
樽)

房
本
筋
目
之
故
、
琉
球

王
位
様
御
朱
印
�

か
は
ら
之
寶
珠
有
之
、
頂
戴

仕
差
出
し
候
ニ
付
、
此
度
て
く
津
く
女
房
へ
大
あ
む
役
被
仰
付
候
、
此
等
之
旨
、
鬼

界
嶋
中
男
女
可
承
届
者
也
、

寛
永
八
年
辛
未
九
月
廿
三
日
�
上
土

(

義
時)佐
守

( (

丸
印)花
押)

鬼
界
嶋

役
人
中

[

勝
家
系
図
抄]

○
勝
山

家
本

○
勘
樽
金

爲
荒

(

鬼
界
島
荒
木
間
切)

木
目
指
、
慶
長
十
四
年
、
琉
球
國
及
諸
嶋
屬
于
日
本
薩
摩
州
、
是
時
、
爲

與
人
、
慶
長
十
八
年
九
月
廿
四
日
、

公
命
家
老
三
原
重
種
、
伊
勢
貞
昌
而
、

賜
年
米
十
石
也
、
寛
永
八
年
、

公
命
家
老
最
上
土
佐
守
而
、
以
妻
恵
久
樽
令

爲
大
婆
務
、
其
簿
書
作
巻
而
蔵
之
、

閏
十
月
三
日
、
薩
摩
藩
、
琉
球
国
三
司
官
ニ
、
明
年
明
冠
船
琉
球
着
津
セ
バ
道
之
島

続
キ
ノ
狼
烟
ヲ
以
チ
テ
知
ラ
セ
、
談
合
ス
ベ
キ
コ
ト
等
ヲ
命
ズ
、

[

續
編
島
津
氏
世
系
正
統
系
圖]

十
八
代
家
久

第
六
十
六

｢

正
文
在
琉
球
國
國
司
文
庫｣

○
朱
書

○

覺

一
、
唐
へ
年
中
に
、
御
物
銀
子
千
貫
目
も
、
可
被
相
渡
談
合
肝
要
候
、
春
秋
冬
三
度
、

船
可
被
相
渡
事
、
付
毎
年
可
為
如
此
事
、

一
、
御
物
銀
子
唐
へ
可
持
渡
那
覇
之
才
符

[

府]

、
御
扶
持
人
ニ
可
被
召
成
事
、

一
、
本
琉
球
、
従
先
規
相
定
儀
、
不
入
事
者
、
此
度
、
可
被
相
改
事
、

一
、
琉
球
談
合
衆
之
内
、
心
持
二
様
ニ
御
座
候
由
、
其
聞
得
候
、
心
持
悪
衆
者
、
鹿

児
嶋
へ
被
指
上
候
へ
、
於
此
地
可
致
穿
鑿
事
、

一
、
来
年
唐
之
冠
船
着
津
候
者
、
道
之
嶋
つ
ゝ
き
狼
烟
之
火
立
談
合
之
事
、

已
上

寛
永
八
年
辛
未
閏
十
月
三
日

川
上
左
近
将
監

久
國

(

花
押
影)

喜
入
摂
津
守忠

政

(

花
押
影)
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嶋
津
下
野
守久

元

(

花
押
影)

三
司
官
○
向
鶴
齡
・
毛
盛
良
・
馬
良
継
、
本
書
ハ
、
新

納
忠
清
及
ビ
�
上
義
時
ニ
付
サ
レ
タ
ル
ナ
ラ
ン
、

是
歳
、
薩
摩
藩
、
新
納
忠
清
及
ビ
最
上
義
時
ヲ
シ
テ
琉
球
国
ト
、
明
年
ノ
明
使
ノ
琉

球
来
航
ニ
ア
タ
リ
、
大
島
ヲ
一
節
琉
球
国
ニ
付
セ
ン
コ
ト
ニ
ツ
キ
テ
談
合
セ
シ
ム
、

[

舊
記
雜
録]

後
編
巻
八
十
四

七寛
永
八
年
な
ら
ん
覺

○
中
略一

、
琉
球
江
向
後
銀
子
可
被
相
渡
由
、
委
承
届
候
、
當

(

寛
永
八
年)

春
、
川(

川
上
忠
通)

又
左
衛
門
殿
・
菱

(

菱
刈)半

右
衛
門
殿
を
以
、
三
司
官
へ
右
之
談
合
申
遣
候
、
其
後
新

(

新
納
忠
清)

加
賀
守
殿
・
�

(

�
上
義
時)

土
佐
守

殿
ニ
而
、
尚
々
細
ニ
申
遣
候
、
前
々
者
王
位
之
舟
ニ
如
差
荷
、
御
物
銀
被
遣
候
、

舟
之
取
仕
立
、
唐
ニ
て
之
礼
艮

(

銀)

・
加
子
賃
・
飯
米
并
爰
許
江
糸
積
登
せ
候
入
目
等

ま
て
、
此
中
ハ
琉
球
方
之
失
墜
ニ
而
候
間
、
歳
今
已
後
者
、
従
此
方
も
算
用
を
以

可
被
遣
之
由
、
申
渡
候
、
又
大
嶋
を
茂
一
節
本
琉
球
江
御
付
候
而
、
唐
口
之
商
買

く
つ
ろ
き
候
様
ニ
御
頼
あ
る
へ
き
と
の
談
合
候
事
、

○
下
略
、
薩
隅
日
田
賦
雜

徴
所
引
覚
、
異
事
ナ
シ
、

[

續
編
島
津
氏
世
系
正
統
系
圖]

十
八
代
家
久

第
六
十
五

○
寛
永
八
年
辛
未
、
家

(

島
津)久
爲
求
吾
所
無
之
物
於
大
明
國
、
以
百
貫
目
餘
銀
、
渡
琉
球

國
、
使
川
上
又
左
衛
門
忠
通
爲
奉
行
、
忠
通
至
彼
辨
其
事
甚
便
利
、
而
盡
己
奉
公
、

至
後
世
亦
爲
國
家
、
家
久
聞
之
感
賞
其
功
、
而
賜
百
斛
之
禄
田
、
球
國
在
番
之
奉

行
、
始
于
此
時
、
委
見
于
左
書
矣
、
○
朱
引
、
返
点
及

ビ
送
仮
名
等
略
ス
、

○
島
津
家
久
、
川
上
又
左
衛
門
ニ
奉
行
ノ
賞
ト
シ
テ
知
行
百
斛
ヲ
加
増
ス
ル
コ
ト
ニ
係
ル

(

寛

永
八
年)

五
月
九
日
伊
勢
貞
昌
書
状

(

島
津
久
慶
・
島
津
久
元
・
川
上
久
國
宛)

、
略
ス
、

[

續
編
島
津
氏
世
系
正
統
系
圖]

十
八
代
家
久

第
六
十
六

○
同

(

寛
永
八
年)

年

十
月
二
十
八
日
、
家
久
贈
書
於
中

(

尚
豊)山
王
、
是
明
春
、
大

(

崇
禎
帝)

明
國
王
、
将
渡
勅

使
於
球
國
、
賜
王
冠
於
國
司
、
家
久
聞
之
、
則
以
有
要
用
、
故
使
新
納
加
賀
守
忠

清
・
�
上
土
佐
義
時
、
渡
楫
彼
国
矣
、
○
朱
引
、
返
点
及

ビ
送
仮
名
等
略
ス
、

○
島
津
家
久
、
新
納
忠
清
及
ビ
最
上
義
時
ヲ
琉
球
ニ
送
ル
コ
ト
ニ
係
ル

(

寛
永
八
年)

十
月
二
十
八
日
島
津
家
久
書
状

(

中
山
王
宛)

、
略
ス
、

寛
永
九
年

(

一
六
三
二)

六
月
二
日
、
薩
摩
藩
、
川
上
忠
通
ニ
、
徳
之
島
あ
や
し
ら
れ
・
沖
永
良
部
島
こ
へ
き

ひ
り
及
ビ
城
之
大
屋
子
ヨ
リ
借
銀
ヲ
成
ス
コ
ト
ヲ
命
ズ
、

[

舊
記
雜
録]

後
編
巻
八
十
四

雜
抄覺

一
、
新
納
加

(

忠
清)州

老
・
�
上
土

(

義
時)州

老
を
以
、
唐
江
銀
子
過
分
ニ
可
被
相
渡
儀
申
候
處
、

三
司
官
談
合
を
以
、
如
其
可
致
才
覺
由
、
御
返
事
被
為
申
候
、
先
以
肝
要
ニ
存
候

事
、

一
、
冠
船
ニ
商
賣
之
時
、
商
人
手
前
�
運
上
者
、
銀
子
二
分
運
上
た
る
へ
き
事
、

一
、
七
嶋
衆
、
唐
江
商
賣
之
仕
様
、
一
圓
ニ
無
沙
汰
不
審
深
重
候
事
、

一
、
御
國
之
歴
々
、
町
人
并
七
島
衆
、
内
證
を
以
銚
銀
、
堅
可
被
為
停
止
由
、
三
司

官
江
可
被
仰
渡
候
事
、

一
、
生
鹿
弐
十
、
其
許
江
下
可
申
事
、
但
八
月
下
可
申
事
、

一
、
七
島
中
銀
子
持
衆
江
可
被
成
御
借
銀
候
御
談
合
ニ
而
候
、
右
之
衆
、
其
地
江
罷

居
候
者
、
堅
可
被
仰
付
候
、
書
物
別
紙
ニ
候
事
、
但
御
借
銀
方
於
難
渋
申
者
、
已

来
本
琉
球
江
被
遣
間
敷
事
、

一
、
徳
之
嶋
あ
や
し
ら
れ
・
永
良
部
こ
へ
き
ひ
り
・
城
之
大
屋
子
江
可
被
成
御
借
銀

由
候
、
和
平
も
少
可
被
相
付
候
、
今
度
市
来
和
泉
守
殿
ニ
而
申
下
候
、
其
許
よ
り

も
被
仰
通
、
可
被
為
請
取
事
、

一
、
上
船
改
之
儀
、
被
入
念
候
様
ニ
、
三
司
官
江
可
仰
渡
事
、

一
、
琉
球
之
歴
々
并
町
人
、
冠
船
之
可
致
買
物
時
、
爰
許
之
衆
な
ミ
の
運
上
、
王
位

江
可
被
差
上
事
、
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以
上

寛
永
九
年

川
上
左

(

久
国)近
将
監

六
月
二
日

喜
入
摂

(

忠
續)津

守

川
上
又

(

忠
通)左
衛
門
殿

八
月
二
十
七
日
、
新
納
忠
清
及
ビ
最
上
義
時
、
琉
球
国
三
司
官
ニ
、
明
国
ヘ
進
貢
ニ

ツ
キ
テ
ノ
侘
条
ヲ
伝
フ
ベ
キ
コ
ト
ヲ
命
ジ
、
ア
ハ
セ
テ
進
貢
船
三
艘
ニ
ナ
レ
バ
道
之

島
ノ
者
ヲ
水
手
ニ
用
フ
ベ
キ
コ
ト
ヲ
許
ス
、

[

續
編
島
津
氏
世
系
正
統
系
圖]

十
八
代
家
久

第
六
十
八

｢

正
文
在
琉
球
國
國
司｣

○
朱
書

○

覚

一
、
御
借
銀
七
千
貫
目
余
御
座
候
、
琉
球
口
よ
り
ハ
唐
之
才
覚
な
ら
て
ハ
、
御
返
弁

不
罷
成
ニ
相
究
候
条
、
其
御
分
別
毛
頭
御
油
断
被
成
ま
し
き
由
、
堅
申
達
候
通
申

上
候
事
、

一
、
其
元
へ
當
夏
冠
船
着
岸
候
ハ
ヽ
、
勅
使
へ
何
と
そ
被
成
才
覚
、
唐
へ
船
数
参
候

而
、
御
借
銀
御
返
弁
候
様
ニ
、
随
分
可
被
入
御
精
之
由
、
各
被
為
申
上
候
事
、
付

勅
使
送
王
舅
ニ
國
頭
親
方
、
大

(

正
議
大
夫)

夫
喜
友
石

(

名)

親
方
被
指
渡
、
唐
に
て
も
御
侘
あ
る
へ

き
由
候
事
、
御
侘
条
之
事
、
左
ニ
書
記
、

一
、
三
年
ニ
一
度
之
進
貢
之
事

一
、
毎
年
年
頭
之
御
禮
之
事

一
、
馬
硫
�
相
重
之
事

一
、
毎
年

御
誕
生
御
祝
言
可
被
申
せ
之
事

一
、
屋
こ
貝
之
か
ら
毎
年
積
渡
進
上
之
事

一
、
進
貢
船
、
前
代
ハ
三
年
ニ
一
度
ツ
ヽ
ニ
而
、
或
馬
十
五
疋
、
或
拾
疋
、
八
疋
充
、

い
わ
う
弐
万
斤
之
内
外
参
候
処
、
前
ニ
志

(

鄭
�)や
那
唐
へ
被
渡
候
而
御
侘
被
申
、
馬
四

疋
、
硫
�
一
万
斤
ツ
ヽ
ニ
罷
成
、
御

(

慶
長
十
四
年)

弓
箭
以
後
十
ケ
年
御
免
に
て
不
通
候
、
其
後

色
々
唐
へ

御
理
被
仰
分
候
へ
者
、
五
年
ニ

一
度
ツ
ヽ
ニ

相
定
候｢

本
ノ
マ
マ｣

(

朱
書
、
下
同

歟
、
右
五
ケ
条
之

内ジ)

御
侘
立
候
へ
ハ
、
船
余｢

本
ノ
マ
マ｣

多
差
渡
儀
、
口
能
有
間
敷
候
間
、
銀
子
過
分
ニ
相
渡
、

御
為
ニ
可
罷
成
と
の
各
々
被
仰
由
申
上
候
、
進
貢
之
儀
ハ
前
代
よ
り
定
た
る
儀
候

条
、
琉
球
�
之｢

本
ノ
マ
マ｣

失
墜
た
る
へ
き
由
候
、
四
ケ
条
之
儀
相
調
候
ハ
ヽ
船
数
可
参
候
、

取
仕
立
ハ
鹿
児
嶋
よ
り
ノ
御
失
墜
た
る
へ
き
由
申
談
候
、｢

本
ノ
マ
マ｣

進
貢
三
年
ニ
一
度
ツ
ヽ
可

渡
御
侘
立
候
へ
ハ
、
一
年
ニ
船
一
艘
充
可
渡
事
、
其
故
ハ
、
今
年
渡
唐
申
候
使
者
、

北
京
迄
被
参
候
故
年
越
に
て
候
、
乗
船
ハ
其
年
帰
帆
、
次
之
年
迎
ニ
参
候
、
於
其

後
ハ
一
年
ニ
一
度
ツ
ヽ
之
賦
に
て
候
事
、

一
、
勅
使
當
秋
帰
唐
候
刻
、
船
一
艘
ハ
王
舅
之
乗
船
、
又
一
艘
ハ
武
官
之
衆
百
人
程

冠
船
ニ
乗
、
其
元
へ
被
参
之
由
候
、
船
せ
き
候
ハ
ん
間
、
馳
走
ニ
此
衆
の
せ
候
而

渡
唐
候
様
ニ
と
談
合
申
候
、
左
候
へ
ハ
、
二
艘
ニ
銀
子
六
百
貫
め
程
之
代
糸
可
乗

由
被
仰
候
、
乍
去
、
七
百
五
十
貫
目
程
可
被
渡
之
由
、
堅
申
究
候
、
就｢

本
ノ
マ
マ｣

夫
、
唐
に

て
船
を
大
ニ
作｢

本
ノ
マ
マ｣

替
、
糸
買
調
帰
朝
候
様
ニ
と
、
御
談
合
申
候
、
若
當
秋
船
二
艘
ハ

送
ニ
入
ま
し
き
由
、
勅
使
被
仰
候
ハ
ヽ
、
一
艘
ハ
来
春
、
勅
使
之
船
無
事
ニ
帰
帆

候
哉
と
為
可
被
聞
せ
、
可
被
遣
由
、
申
談
候
事
、

一
、
當
夏
冠
船
若
無
着
津
候
ハ
ヽ
、
池

(

毛
時
耀)

(

寛
永
八
年)

城
去
年
四
月
大
明
之

帝

(

崇
禎
帝)

王
、
春
宮
御
定
候

祝
言
ト
�

渡
唐
、
此
迎
ト
�

一
艘
可
被
遣
由
候
、
若
池
城
當
年
帰
朝
申
候
ハ
ヽ
、
冠

船
之
迎
ニ
ま

(

又
吉
、
蔡
�
カ)

た
よ
し
去
々
年
被
指
渡
候
、
此
迎
ニ
一
艘
可
被
遣
由
候
、
又
勅
使
當

年
無
着
岸
候
ハ
ヽ
、
来
春
ハ
様
子
為
可
承
、
船
壱
艘
可
被
渡
由
候
事
、

一
、
王
舅
勅
使
ニ
被
相
付
、
當
秋
渡
唐
候
ハ
ヽ
、
来
年
之
秋
迎
と
し
て
一
艘
可
被
遣

由
候
、
左
候
而
、
此
船
唐
に
て
才
覚
候
而
船
大
ニ
作
替
、
糸
過
分
ニ
乗
候
様
ニ
可

有
校
量
之
旨
、
相
談
申
候
、
船
作
入
目
之
銀
ハ
、
以
御
物
可
被
調
之
由
申
候
事
、

一
、
銀
子
八
拾
貫
目
程
ハ
、
其
許
王
位
様
御
物
、
毎
年
唐
へ
被
遣
度
之
由
、
各
被
為

申
上
候
通
、
具
ニ
申
上
候
事
、

一
、
数
年
鹿
児
嶋
に
て
糸
か
け
や
う
計
目
お
も
く
候
て
、
糸
之
へ
り

王
位
様
御
物

糸
に
て
被
成
弁
候
、
其
上
此
中
渡
唐
船
取
仕
立
遣
物
、
従
其
元
之
御
失
墜
に
て
候
、
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付
才
符

[

府]

・
官
舎
之
手
前
よ
り
も
糸
之
か
け
へ
り
弁
ニ
付
、
身
上
迷
惑
ニ
罷
成
候
通
、

承
及
た
る
様
子
、
細
々
披
露
申
候
事
、

一
、
渡
唐
船
二
艘
ハ
、
水
手
等
其
元
ニ
て
可
相
調
候
、
若
三
艘
ニ
も
罷
成
候
ハ
ヽ
、

道
之
嶋
之
者
を
水
手
ニ
可
被
仰
付
之
由
、
被
成
御
申
候
、
是
又
具
申
達
候
事
、

以
上
、

｢

寛
永
九
年｣

○
朱
書

壬
申

八
月
廿
七
日

｢

在
日
付
之
下｣
○
朱
書

�
上
土

(

義
時)

佐
守

新
納
加

(

忠
清)賀

守

金

(

尚
朝
貞)

武
王
子
様

國

(

向
朝
致)

頭
親
方
様

勝

(

馬
良
継)

連
親
方
様参

十
月
、
薩
摩
藩
、
有
馬
純
定
ヲ
翌
年
ヨ
リ
ノ
大
島
代
官
ニ
、
野
村
五
郎
左
衛
門
ヲ
翌

年
ヨ
リ
ノ
徳
之
島
代
官
ニ
任
ズ
、

[

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表
代
官
相
勤
候
覺]

寛
永
九
年
申
十
月
、
御
老
中
嶋
津
下

(

久
元)野
守
殿
、
喜
入
摂

(

忠
政)津
守
殿
、
川
上
因

(
久
国)幡
守
殿
、

山
田
民

(

有
宗)部
少
輔
殿
、
国
分
衆
中
有

(

純
定)馬
御
用
之
由
被
仰
渡
、
則
鹿
兒
嶋
江
参
上
申
候
、

因
幡
守
殿
ヨ
リ
被
仰
渡
候
者
、
大
嶋
之
儀
、
十
年
以
前
御
竿
有
之
候
時
分
、
道
之
嶋

惣
竿
奉
行
ニ
而
因
幡
守
殿
御
渡
海
之
時
分
、
大
嶋
鬼
界
之
竿
奉
行
、
鮫
嶋
孝

(

宗
昌)左
衛
門

殿
ニ

而
候
處
、
□

[

丹
後]□
儀
茂

附
衆
之
内
ニ

而
、
彼
地
之
勝
手
茂
能
ク

為
存
儀
ニ

候
、

○
有
馬
純
定
、
大
島
鬼
界
島
竿
奉
行
鮫
嶋
宗
昌
附

役
タ
ル
コ
ト
、
元
和
七
年
こ
の
年
ノ
条
ニ
見
ユ
、
琉
球
国
御
手
ニ
入
、
大
屋
差
引
ニ
而
年
貢
被
仰
付

候
得
共
、
不
埒
耳
有
之
ニ
付
、
鹿
兒
嶋
ヨ
リ
代
官
被
遣
、
三
年
ツ
ヽ
被
相
詰
候
得
共
、

田
地
并
取
納
方
之
儀
無
功
人
計
参
候
故
、
始
末
大
形
ニ
候
、
依
之
、
御
老
中
御
相
談

之
上
、
徳
之
嶋
ヘ
ハ
出
水
衆
中
野
村
五
郎
左
衛
門
、
大
嶋
ヘ
ハ
國
分
衆
中
有
馬
丹
後

代
官
役
被
仰
付
候
、
御
為
宜
筋
ニ
可
相
勤
由
被
仰
渡
候
、
丹
後
�
色
々
辞
退
申
上
候

得
共
、
因
幡
守
殿
御
目
利
ニ
而
為
被
仰
合
儀
ニ
候
ヘ
ハ
、
領
掌
仕
候
様
ニ
と
被
仰
付

候
故
、
御
請
申
上
候
、
付
衆
三
人
ハ
丹
後
心
次
第
ニ
と
被
仰
渡
候
ニ
付
、
國
分
衆
税

所
惣
左
衛
門
・
石
塚
七
左
衛
門
・
上
野
九
右
衛
門
ヲ
申
上
、
○
下
略
、
御
老
中
御
相
談

以
下
、
大
山
・
松
下
論
文

[

有
馬
家
系
圖]

純
定

清
之
丞
、
後
ニ
丹
後
守
、
元
亀
三
壬
申
年
五
月
二
日
誕
生
、
母
ハ
、

寛
永
廿
一
甲
申
年
七
月
廿
三
日
卒
、
歳
七
十
三
、
法
名
号
雲
月
真
龍
居
士
、

寺
隅
州
國
分
龍
昌
寺
、
○
中
略

大
嶋
・
鬼
界
兩
嶋
宰
ト
成
四
ケ
年
留
滞
ス
、
誥
重
隅
州
國
分
居
住
ス
、

[

南
聘
紀
考]

○
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
島
津
家
本

九

(

寛
永)年
、｢

壬

(

朱
書)申｣

、
○
中
略

先
是
、
琉
球
賓
服
取
道
所
歴
五
島
為
府
直
隷
、
然
而
、
仍
舊

使
大
役
、
那
覇
所
置
、
尚
掌
貢
税
、
因
循
承
弊
、
欠
逋
歳
繁
、
故
遣
府
士
以
衆
隷
三
年
交

替
、
莅
督
責
之
、
不
亦
能
以
催
檢
農
事
、
令
徴
填
焉
、
於
是
、
十
月
、
国
相
久
国
有

所
建
白
、
乃
遣
国
分
士
有
馬
丹
後
守
純
定
為
代
官
於
大
島
、
出
水
士
某
為
代
官
於
徳

島
、
皆
練
達
吏
務
、
特
精
農
業
故
也
、

[

租
税
問
答]

○
近
世
地
方
経

済
史
料
第
二
巻

第
五
十
八

大
島
等
租
法

○
中

略

九

(

寛
永)年
十
月
、
國
老
久
國
建
言
し
て
有
馬
丹
後
守
を
大
島
に
代
官
た
ら
し
む
、
徳

之
島
は
出
水
士
名
前

欠

某
な
り
、
是
よ
り
先
、
皆
家
柄
の
士
を
撰
ぶ
、
吏
事
に
馴
れ
ざ

る
を
以
て
逋
闕
頗
多
、
此
両
士
は
吏
務
練
達
故
に
此
撰
あ
る
な
り
、

[
大
島
代
官
記]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

一
、
寛
永
十
四
丁
丑
春

右
同

有
馬
丹
後
殿

但
、
鮫
島
孝
左
衛
門
殿
御
附
役
ニ
テ
是
迄
二
度
下
島
、

[

喜
界
島
代
官
記]
○
道
之
島
代

官
記
集
成

同
十
四
丁
丑

有
馬
丹
後
殿
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及
ビ
桑
波
田
論
文
掲
載
釈
文
ニ
ヨ
リ
補
ヒ
、
�
セ
テ
有

馬
丹
後
純
定
大
嶋
御
奉
公
相
勤
之
覚
ニ
ヨ
リ
校
補
ス
、



[
大
島
私
考]

○
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
島
津
家
本

代
官
權
與
附
附
役
姓
名
之
事

○
中
略

同

(

寛
永)十

四
丁
丑
年
、
有
馬
丹
後
、
初
鮫
島
幸
右
衛
門
と
言
、
再
下
嶋
、
是

よ
り
以
上
、
附
役
姓
名
詳
な
ら
す
、

[

徳
之
嶋
面
縄
院
家
蔵
前
録
帳]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
九
年
壬
申
春
ヨ
リ
同
十
癸
酉

○
野
村
五
郎
左
衛
門
殿

[

詰
役
系
圖
在
番
所
沖
永
良
部
島
代
官
系
圖]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

�
永
九
年
壬
午

野
村
五
郎
左
衛
門

○
大
島
代
官
記
等
ノ
記
セ
ル
大
島
代
官
有
馬
純
定
ノ
任
期
及
ビ
徳
之
嶋
面
縄
院

家
蔵
前
録
帳
等
ノ
記
セ
ル
徳
之
島
代
官
野
村
五
郎
左
衛
門
ノ
任
期
、
誤
レ
リ
、

寛
永
十
年

(

一
六
三
三)

二
月
十
七
日
、
大
島
代
官
有
馬
純
定
、
鹿
児
島
ヨ
リ
大
島
ニ
向
ヒ
、
三
月
七
日
、
大

島
名
瀬
湊
ニ
着
シ
テ
名
瀬
間
切
大
熊
村
代
官
假
屋
ニ
入
ル
、
同
八
日
、
島
中
間
切
与

人
ニ
村
ノ
頭
百
姓
ヲ
召
シ
列
ネ
假
屋
ニ
罷
リ
出
ズ
ベ
キ
ヲ
申
シ
渡
ス
、
尋
デ
、
与
人

及
ビ
頭
百
姓
ニ
、
上
納
米
、
尺
莚
及
ビ
市
比
ノ
種
子
ノ
コ
ト
ヲ
申
シ
渡
ス
、

[

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表
代
官
相
勤
候
覺]

寛
永
十
年
酉
二
月
十
七
日
、
鹿
児
嶋
ヘ
参
上
仕
、
於
御
城
御
条
目
受
取
、
二
月
廿
二

日
、
加
治
木
町
船
頭
林
太
兵
衛
、
十
三
端
帆
明
神
丸
ニ
而
、
夜
明
時
分
ニ
出
船
候
而
、

山
川
ヘ
七
ツ
時
分
ニ
着
、
三
月
朔
日
、
山
川
出
船
候
而
、
口
之
永
良
部
嶋
へ
夜
入
時

分
ニ
着
、
同
六
日
、
夜
明
時
分
ニ
出
船
、
七
日
之
七
ツ
時
分
ニ
大
嶋
奈

(

名
瀬)瀬
之
湊
ニ
着
、

な
せ
間
切
之
内
、
大

(

大
熊)工
丸
村
ヘ
假
屋
有
之
罷
居
候
、
八
日
ニ
使
ヲ
以
○
候
八
日
ニ
使
ヲ

以
ノ
七
字
、
有
馬

嶋
中
七
間
○
嶋
中
七
間
マ
デ
、
大
山
・
松
下
論
文
及
ビ

桑
波
田
論
文
掲
載
釈
文
ヲ
以
テ
補
フ
、

切
之
与
人

十
七
人
、
村
之
頭
百
姓
五
七
人
ツ
ヽ
召
列
、
罷
出
候
様
ニ
ト
申
渡
候
ニ
付
、
三
日
中

假
屋
本
江
い
つ
れ
茂
相
揃
申
候
、
丹
後
ヨ
リ
申
渡
候
ハ
、
大
嶋
ヨ
リ
大
和
江
上
納
米
、

殊
之
外
虫
付
ニ
而
、

公
儀
之
御
為
不
宜
候
、
嶋
中
之
百
姓
共
古
米
ヲ
致
上
納
、
新

米
ハ
百
姓
仕
用
ニ
仕
候
半
、
向
後
左
様
ニ
無
之
様
ニ
可
仕
旨
申
付
候
得
ハ
、
百
姓
中

ヨ
リ
申
候
ハ
、
大
嶋
之
百
姓
米
有
分
被
下
儀
無
之
、
田
芋
・
は
ん
す
芋
・
椎
之
実
之

類
ニ
而
相
續
申
候
、
虫
付
ニ
罷
成
儀
ハ
、
五
月
之
末
六
月
中
ニ
上
納
米
摺
拵
仕
候
ヲ
、

翌
夏
迄
ニ
仕
上
せ
被
仰
付
候
、
炎
天
之
時
分
拵
置
申
米
ニ
而
候
得
ハ
、
虫
付
ニ
罷
成

儀
尤
ニ
候
、
百
姓
共
之
仕
業
ニ
而
無
之
由
申
候
、
依
之
丹
後
ヨ
リ
申
候
ハ
、
於
其
儀

ハ
籾
ヲ
以
半
納
摺
之
算
用
ニ
可
致
上
納
由
申
渡
候
得
共
、
百
姓
納
得
不
申
候
様
子
ハ
、

籾
一
石
米
ニ
拵
候
得
ハ
五
斗
四
五
升
茂
有
之
由
ニ
而
納
得
不
申
ト
見
及
候
得
共
、
押

而
申
付
候
、
与
人
中
ヨ
リ
申
候
ハ
、
船
一
艘
積
分
籾
取
納
ニ
而
ハ
、
摺
拵
急
ニ
相
調

間
敷
候
、
左
様
候
ハ
ヽ
、
風
後
ニ
可
罷
成
ト
申
候
得
共
五
拾
石
ツ
ヽ
村
々
○
得
共
五
拾

石
ツ
ヽ
村
々

ヨ
リ
積
合
ニ
仕
候
ハ
ヽ
、
可
相
調
由
与
人
中
へ
も
申
納
得
仕

候
を
、
籾
取
納
ニ
○
へ
も
申
納
得
仕
候
を
籾
取
納
ニ
ノ
十
二
字
、
有
馬

丹
後
純
定
大
嶋
御
奉
公
相
勤
之
覺
ニ
ヨ
リ
テ
補
フ
、

申
付
、
米
拵
候
時
分
、
摺

重
ニ
有
之
候
、
過
米
之
分
ハ
百
姓
中
江
段
々
返
シ
付
○
之
分
ハ
百
姓
中
江
段
々
返
シ
付
ノ
十
二
字
、

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
御
奉
公
相
勤
之
覺
ニ
ヨ
リ

テ
補
フ
、
候
、
依
之
百
姓
中
も
悦
喜
仕
候
、
勿
論
仕
上
せ
船
ハ
村
々
ヨ
リ
積
合
せ
○
積
合
せ
ノ

三
字
、
有
馬

丹
後
純
定
大
嶋
御
奉
公
相

勤
之
覺
ニ
ヨ
リ
テ
補
フ
、
之
手
立
ニ
而
、
風
後
之
儀
も
無
之
候
事
、

尺
莚
之
儀
、
上
納
莚
一
束
ニ
ハ
、
上
中
下
三
段
ニ
差
有
之
候
、
上
位
ヲ
上
納
○
上
納
ノ
二

字
、
有
馬
丹

後
純
定
大
嶋
御
奉
公
相

勤
之
覺
ニ
ヨ
リ
テ
補
フ
、
仕
可
然
由
申
渡
候
、
百
姓
中
ヨ
リ
申
候
ハ
、
上
納
莚
之
儀
上
々
位

計
上
納
○
計
上
納
ノ
三
字
、
有
馬
丹
後
純
定
大

嶋
御
奉
公
相
勤
之
覺
ニ
ヨ
リ
テ
補
フ
、
申
候
、
一
枚
ツ
ヽ
畳
候
而
か
ラ
ケ
申
タ
ル
モ
ノ

ニ
候
ヘ
ハ
船
中
ニ
而
端
○
候
ヘ
ハ
船
中
ニ
而
端
ノ
八
字
、
有
馬
丹
後

純
定
大
嶋
御
奉
公
相
勤
之
覺
ニ
ヨ
リ
テ
補
フ
、
ユ
ル
メ
候
時
分
、
水
主
共
、

抜
替
申
之
由
候
返
申
候
、
依
之
、
尺
莚
十
枚
揃
、
○
候
返
申
候
依
之
尺
莚
十
枚
揃
ノ
十
一
字
、
有
馬

丹
後
純
定
大
嶋
御
奉
公
相
勤
之
覺
ニ
ヨ
リ
テ
補
フ
、

芭
蕉
縄
ニ

テ
突
貫
封
印
ニ

而
積
入
申
せ
と
申
付
其
通
ニ

仕
候
○
而
積
入
申
せ
と
申
付
其
通
ニ
仕

候
ニ
付
ノ
十
五
字
、
有
馬
丹
後
純

定
大
嶋
御
奉
公
相
勤

之
覺
ニ
ヨ
リ
テ
補
フ
、
ニ
付
、
尺
莚
ニ
サ
シ
無
之
候
事
、

市

(

�
麻)比

之
種
子
、
在
所
ヨ
リ
過
分
ニ
持
渡
り
、
百
姓
中
ヘ
少
ツ
ヽ
引
出
物
ニ
配
分
申
付

候
様
子
ハ
、
尺
莚
調
候
ニ
は
せ
を
之
た
て
ニ
而
弱
く
候
、
市
比
ヲ
作
習
候
ハ
ハ
、
公

私
共
ニ
勝
手
能
有
之
と
考
、
如
此
ニ
配
分
申
付
候
、
依
之
、
嶋
中
始
而
市
比
を
作
習
、

公
私
之
重
宝
ニ
罷
成
候
事
、
○
ニ
持
渡
り
以
下
、
大
山
・
松
下
論
文
及

ビ
桑
波
田
論
文
掲
載
釈
文
ヲ
以
テ
補
フ
、
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丹
後
純
定
大
嶋
御
奉
公
相
勤
之
覺
、
申
候
同

三
月
八
日
ニ
廻
文
ヲ
以
申
渡
候
ハ
ニ
作
ル
、

ノ
九
字
、
有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
御

奉
公
相
勤
之
覺
ニ
ヨ
リ
テ
補
フ
、



是
歳
、
大
島
代
官
有
馬
純
定
、
大
島
ヲ
廻
島
ス
、
秋
ニ
至
リ
テ
、
大
島
古
見
間
切
戸

口
村
ノ
谷
頭
ノ
竹
原
ヲ
仕
明
ケ
セ
シ
ム
、
尋
デ
、
大
島
名
瀬
間
切
浦
上
村
、
知
名
瀬

村
外
五
箇
所
、
並
ビ
ニ
住
用
間
切
ニ
於
テ
仕
明
セ
シ
ム
、
鬼
界
島
ヲ
廻
リ
テ
、
西
目

間
切
伊
実
久
村
ノ
井
ヲ
掘
リ
テ
荒
地
ヲ
仕
明
ケ
セ
シ
ム
、
マ
タ
、
櫨
蝋
ヲ
大
島
中
用

夫
役
ト
シ
テ
課
ス
、

[

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表
代
官
相
勤
候
覺]

一
、
始
而
嶋
廻
リ
仕
候
時
分
、
こ

(

古
見)み

間
切
之
内
戸
口
村
ヘ
参
候
時
、
谷
頭
ニ
平
地
之

□
竹
原
有
之
、
谷
水
潤
沢
ニ
見
得
候
、
田
地
ニ
相
開
候
ハ
ハ
、
熟
田
ニ
可
成
候
間
、

可
相
開
由
申
付
候
ヘ
ハ
、
与
人
并
百
姓
中
�
申
候
ハ
、
此
所
ハ
昔
�
神
之
御
遊
ひ

所
ニ
而
候
故
、
人
之
手
さ
し
も
不
罷
成
候
、
其
上
は
ふ
多
御
座
候
由
申
候
ニ
付
、
先

其
通
ニ
而
召
置
候
、
其
以
後
、
仮
屋
ヘ
薪
ヲ
一
日
ニ
四
束
ツ
ツ
嶋
中
�
入
付
申
候
ヲ
、

夫
手
間
ヲ
相
尋
候
ヘ
ハ
、
薪
弐
束
夫
壱
人
ニ
而
相
納
賦
之
由
候
、
就
夫
、
薪
之
焼
様

省
略
可
申
由
、
内
之
者
ヘ
申
付
、
焼
餘
リ
之
木
ヲ
格
護
仕
置
、
こ
み
間
切
�
之
薪
ハ

入
間
敷
候
、
重
而
右
之
薪
取
夫
他
用
○
以
上
、
大
山
・
松
下
論
文
及
ビ
桑

波
田
論
文
掲
載
釈
文
ヲ
以
テ
補
フ
、
事
ニ
可
召
仕
由
、
與

人
方
江
申
付
置
候
、
但
、
コ
ミ
間
切
ヨ
リ
入
来
筈
之
薪

省
略
之
、
焼
餘
リ
ニ
而
相
済
候
、
其
秋
中
、
こ
ミ
間
切
之
与
人
江
申
渡
候

ハ
、
近
日
、
戸
口
村
江
可
差
越
候
、
此
中
申
渡
置
候
、
薪
取
夫
、
先
ツ
十
人
戸
口
村

谷
頭
江
揃
置
候
様
ニ
と
、
日
限
相
究
申
付
候
而
、
右
之
駄
竹
原
ヲ
田
地
ニ
相
開
可
申

候
間
、
切
開
キ
打
起
候
様
ニ
と
、
被
申
付
候
得
共
、
大
形
成
返
事
ニ
而
取
付
不
申
候
、

丹
後
被
申
候
ハ
、
昔
ヨ
リ
申
傳
タ
ル
事
ヲ
致
信
仰
取
付
不
申
○
コ
ノ
次
ニ
、
大
山
・
松
下
論
文

及
ビ
桑
波
田
論
文
掲
載
釈
文
、
儀

□
□
も
私
之
儀
ニ
而
無
之
候
、

神
木
ヲ
切
□
□
ノ
文
ア
リ
、

斧
初
ヲ

為
ル

仕
人
ニ

當
ル

と
云
事
候
、
此
方
ヨ
リ
可
致
伐
、
初

ト
テ
下
人
共
江
切
初
為
致
候
得
ハ
、
乍
其
上
百
姓
共
難
渋
不
申
、
何
連
茂
取
付
、
一

谷
結
構
之
熟
田
ニ
罷
成
候
、
翌
年
之
出
来
籾
能
御
坐
候
由
申
出
候
、
其
時
、
丹
後
、

コ
ミ
間
切
之
老
若
男
女
之
数
ヲ
考
、
三ミ
キ
寸
為
作
、
右
之
仕
明
場
江
持
出
、
コ
ミ
間
切

男
女
一
人
茂
不
残
罷
出
、
三
寸
沢
山
ニ
呑
候
而
遊
ひ
候
様
ニ
と
被
申
付
候
ニ
付
、
百
姓

共
別
而
悦
ひ
申
候
、
三
寸
作
り
候
残
米
ハ
、
右
田
方
打
開
候
百
姓
勤
日
数
ニ
割
付
、

致
配
分
候
得
ハ
、
最
前
神
之
遊
ひ
所
ト
テ
恐
候
心
引
替
、
難
有
仕
合
と
申
候
、
二
年

目
ニ
ハ
三
ケ
一
上
納
、
三
年
目
ニ
竿
入
定
代
ニ
申
付
候
、
其
後
、
仕
明
方
々
ヨ
リ
申

出
、
ナ

(

名
瀬)ぜ
間
切
之
内
浦
上
村
、
同
所
ち

(

知
名
瀬)

な
せ
、
其
外
五
ケ
所
、
井
手
関
調
仕
明
申
候
、

コ
ミ
間
切
、
住
用
間
切
之
内
、
樋
ヲ
掛
仕
明
被
申
付
候
事
、

鬼
界
嶋
西
目
間
切
イ

(

伊
実
久)

シ
ヤ
ニ
ク
村
と
申
所
、
村
之
後
岡
之
涯
江
古
荒
地
有
之
候
、
所

之
者
江
相
尋
候
得
ハ
、
古
ハ
岡
之
涯
ヨ
リ
用
水
出
候
而
田
ニ
作
り
申
候
、
近
年
、
水
不

申
故
、
荒
地
ニ
罷
成
候
通
申
候
、
水
之
出
口
之
跡
ヲ
得
と
見
申
候
ニ
、
岡
ノ
中
ニ
ハ
水

可
有
之
候
得
共
、
抜
ケ
穴
出
来
別
方
江
洩
出
候
事
と
見
及
、
依
之
、
西
目
間
切
夫
力

ヲ
以
、
一
日
ニ
卅
人
程
ニ
テ
被
堀
せ
候
得
共
、
水
気
無
之
、
所
之
者
茂
附
衆
茂
徒
ニ
夫

力
ヲ
費
由
申
候
得
共
、
昔
出
タ
ル
水
ナ
レ
ハ
、
水
気
無
之
儀
ハ
有
間
敷
と
存
、
切
角

被
堀
せ
候
得
ハ
、
四
日
目
ノ
九
ツ
時
ニ
水
堀
出
シ
、
殊
ノ
外
水
勢
強
ク
、
暫
時
之
間
ニ

右
荒
地
之
分
ヲ
水
行
廻
り
、
如
昔
熟
田
ニ
相
開
ケ
候
事
、

内
之
者
ヨ
リ
水
夫
江
箸
木
ヲ
切
来
レ
と
申
付
候
得
ハ
、
大
櫨
ノ
木
ノ
身
ヲ
切
抜
持
参

申
候
ヲ
、
丹
後
見
申
候
而
、
山
中
江
櫨
ノ
木
多
候
歟
と
与
人
江
被
相
尋
候
得
ハ
、
過

分
ニ
有
之
由
申
候
、
依
之
、
嶋
中
江
申
渡
候
ハ
、
山
櫨
ノ
實
少
々
ツ
ヽ
男
ニ
掛
上
納

可
有
之
旨
申
付
取
納
有
之
、
蝋
垂
申
者
江
被
申
付
候
得
ハ
、
垂
蝋
百
五
斤
有
之
候
、

翌
年
又
々
嶋
中
用
夫
ニ

掛
○
掛
ノ
次
ニ
、
大
山
・
松
下
論
文
及
ビ
桑
波
田
論
文
掲
載
釈
文
、
去
年
多
ク

申
付
候
ヘ
ハ
垂
蝋
五
百
斤
有
之
候
其
翌
年
嶋
中
用
夫
ニ
か
け
ノ
一
文
ア
リ
、

一

人
ニ
櫨
實
一
升
ツ
ヽ
上
納
被
申
付
候
得
ハ
、
垂
蝋
三
千
斤
程
有
之
候
、
此
儀
、
箸
木

之
沙
汰
ヨ
リ
丹
後
心
ヲ
付
、
此
中
無
上
納
垂
蝋
公
儀
御
得
分
成
候
事
、

[

南
聘
紀
考]

○
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
島
津
家
本

十

(

寛
永)年
癸
酉
、
○
中

略

二
月
、
純
定
之
任
、
同
邑
士
人
税
所
宗
左
衛
門
篤
清
・
石
塚
七
左

衛
門
胤
宣
・
上
野
九
右
衛
門
景
房
等
、
以
附
衆
従
、
三
月
、
發
船
、
抵
大
島
名
瀬
港
、

乃
代
義
岡
宮
内
少
輔
久
嘉
、
上
大
熊
廨
、
領
本
島
及
鬼
界
事
、
頗
革
弊
政
、
會
計
無

愆
、
島
民
亦
服
、
至
請
復
留
六
年
云
、
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寛
永
十
一
年

(

一
六
三
四)

八
月
四
日
、
徳
川
家
光
、
島
津
家
久
ニ
、
薩
摩
、
大
隈
両
国
并
セ
テ
日
向
国
諸
縣
郡

六
十
万
五
千
石
余
及
ビ
琉
球
国
十
二
万
三
千
七
百
石
ノ
領
知
ヲ
許
ス
、

[

續
編
島
津
氏
世
系
正
統
系
圖]

十
八
代
家
久

第
七
十
四

○
寛
永
十
一
年
甲
戌
閏
七
月
二
日
、
酒
井
忠
勝
・
土
井
利
勝
報
家
久
曰
、
因
球

(

尚
豊)王

継

統
可
奉
拜
大

(

徳
川
家
光)

樹
旨
、
家

(
島
津)久
預
雖
命
球

(

尚
豊)王
、
渠
酷
病
心
身
不
快
、
故
子
息
佐

(

尚
朝
益)

敷
王
子
・

舎
弟
金

(

尚
朝
貞)

武
按
司
及
玉
城
来
著
、
在
近
達

高
聴
、
則
有
於
京
師
可
被
受
拜
禮
之

鈞
命
、
而
至
同
月
九
日
、
琉
使
可
奉
拜
謁

台
顔
旨
、
忠
勝
・
利
勝
奉

台
命
、

又
所
傳
達
也
矣
、
○
朱
引
キ
、
返
点
及
ビ
送

仮
名
等
略
ス
、
以
下
同
ジ
、

○
琉
球
国
使
将
軍
拝
謁
ニ
係
ル

(

寛
永
十
一
年)

閏
七
月
二
日
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
勝
連
署
奉
書

(

島
津
家

久
宛)

及
ビ

(

寛
永
十
一
年)

閏
七
月
四
日
酒
井
忠
勝
・
土
井
利
勝
連
署
奉
書

(

島
津
家
久
宛)

、
略
ス
、

○
同
年
同
月
十
六
日
、

大
樹
家
光
公
以
薩
隅
并
日
州
諸
縣
郡
及
琉
球
國
宜
全
領
知
之

御
判
物
日
付
八
月
四

日
也
、
憶
預

所
書
置
、先

賜
之
乎
、

賜
家
久
矣
、

○
同
年
同
月
十
七
日
、
安
藤
右
京
進
重
長
・
内
藤
伊
賀
守
忠
重
・
永
井
信
濃
守
尚
政

贈
連
署
之
奉
書
此
書
昨
所

認
置
乎
、
於
家
久
曰
、
就
今
般

御
判
物
頂
戴
、
領
内
郷
村
之
高
細

記
以
可
獻
、
因
家
久
命
久

(

島
津)元
・
貞

(

伊
勢)昌
、
而
是
日
、
達
在
國
之
家
老
、
備
于
書
矣
、

○
領
内
郷
村
高
注
進
ニ
係
ル(

寛
永
十
一
年)

閏
七
月
十
六
日
永
井
尚
政
・
内
藤
忠
重
・
安
藤
重
長
連
署
奉
書(
島
津
家

久
宛)

及
ビ(

寛
永
十
一
年)

閏
七
月
十
八
日
島
津
久
元
・
伊
勢
貞
昌
連
署
書
状(

島
津
久
慶
・
川
上
久
國
宛)
等
、
略
ス
、

｢

正
文
在
文
庫｣

○
朱
書

○
薩
摩
、
大
隈
両
國
并
日
向
國
諸
縣
郡
都
合
六
拾
万
五
千
石
余
、
目
録
在

別
紙
、
此
外
琉
球

國
拾
貳
万
三
千
七
百
石
事
、
全
可
有
領
知
之
状
、
如
件
、

寛
永
十
一
年
八
月
四
日

｢

在
日
付
之
下｣

○
朱
書

家
光

(

花
押
影)

薩
摩

｢

在
日
之
字
通｣

○
朱
書中
納
言

(

島
津
家
久)

殿

[

中
山
世
譜
附
巻]

巻
之
一

尚
豊
王

○
中
略七

(

崇
禎)年

甲(

日
本
寛
永
十
一
年)

戌
、
為
謝
禮
待

勅
使
者
、
原
出

太

(

家
久)守

公
之
恩
事
、
遣
尚
文
公
佐
敷
王
子

朝
益
、
春
到
薩
州
、

此
時
、
太
守
公
扈
従

将
軍
在
二
条
城
、
即
赴
京
都
、
見
朝

将
軍
家
康

[

光]

公
、
並

中
納
言
家
久
公
、
禮
式
全
竣
、
其
冬
回
國
、

本
年
、
為
年
頭
使
事
、
遣
尚
氏
金
武
王
子
朝
貞
、
二
月
到
薩
州
、
随
尚
文
公
上
京
、

十
二
月
回
國
、
兼
任
大
傅
、

[

南
聘
紀
考]

○
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
島
津
家
本

十

(

寛
永)一
年
、｢

甲○
朱
書戌｣

○
中
略

閏

(

閏
七
月)

月
十
六
日
、

大

(

家
光)猷

廟
賜

公

(

家
久)親

翰
、
使
以
領
薩
隅
及
日
諸
縣
總
計
陸
拾
萬
伍
仟
斛
零
及
琉
球
拾
貳

萬
参
仟
�
佰
石
焉
、
而
書
曰
、
八
月
四
日
云
、
蓋
将
期
其
日
以
授
之
、
然
先
賜
之
故
、

偶
不
改
爾
、
謂
之
御
朱
印
高
、
凡
琉
球
税
額
混
合
、
我
藩
則
首
于
斯
矣
、
通
計
�
拾

貳
萬
捌
仟
�
佰
斛
也
、

○
琉
球
国
高
、
道
之
島
高
ヲ
含
ミ
タ
ル
コ
ト
、
十
二
年
是
歳
ノ
条
参
看
、

是
歳
、
薩
摩
藩
入
佐
郷
左
衛
門
ヲ
徳
之
島
代
官
ニ
任
ズ
、
入
佐
郷
左
衛
門
在
任
中
、

徳
之
島
人
躰
ニ
手
札
ヲ
渡
ス
、

[

徳
之
嶋
面
縄
院
家
蔵
前
録
帳]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
一
年
甲
戌
春
ヨ
リ
同
十
二
年
乙
亥

○
入
佐
郷
左
衛
門
殿

但
、
亀

(

徳
之
島
東
間
切)

津
ニ
於
テ
御
死
去
、

一
、
此
御
代
ヨ
リ
人
躰
江
手
札
初
而
渡
ル
、

[

詰
役
系
圖
在
番
所
沖
永
良
部
島
代
官
系
圖]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
一
年
甲
戌

入
佐
郷
左
衛
門

右
郷
左
衛
門
代
、
人
躰
手
札
被
仰
付
候
、

郷
左
衛
門
、
徳
之
嶋
於
亀
津
村
死
去
、
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○
寛
永
十
年
、
野
村
五
郎
左
衛
門
、
徳
之
島
代
官
ニ
任
ゼ
ラ
ル
ヽ
ニ
ヨ
レ
バ
、

入
佐
郷
左
衛
門
ヲ
寛
永
十
一
年
ニ
徳
之
島
代
官
ニ
任
ズ
ル
コ
ト
、
ナ
ホ
検
ズ
ベ

キ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
便
宜
、
徳
之
嶋
面
縄
院
家
蔵
前
録
帳
等
ニ
ヨ
リ
テ
掲
グ
、

寛
永
十
二
年

(
一
六
三
五)

八
月
二
十
八
日

川
上
忠
通
、
琉
球
国
三
司
官
ニ
、
島
津
家
久
領
知
目
録
写
ヲ
下
セ

ル
コ
ト
ヲ
伝
ヘ
、
�
セ
テ
薩
摩
、
大
隈
両
国
等
並
ビ
ニ
道
之
島
ニ
倣
ヒ
た
は
こ
出
物

上
納
ノ
コ
ト
等
ヲ
命
ズ
、

[

續
編
島
津
氏
世
系
正
統
系
圖]

十
八
代
家
久

第
七
十
六

｢

正
文
在
琉
球
國
國
司｣

○
朱
書

○

覚

一
、
去

(

寛
永
十
一
年)

年
於
京
都
、
従

黄

(

島
津
家
久)

門
様
公
儀
へ
琉
球
高
之
儀
被
仰
上
、

御
朱
印
被
成

御
頂
戴
候
、
書
写
、
今
度
差
下
候
事
、

一
、
琉
球
國
惣
高
拾
弐
万
三
千
七
百
石
ニ
相
窮
ニ
付
、
目
録
指
下
候
事
、

○
中

略一
、
琉
球
者
遠
嶋
に
て
海
津
之
渡
渉
不
自
由
、
殊
更
諸
嶋
も
偏
小
候
間
、
可
為
三
匁

出
銀
候
、
此
節
者
例
ニ
替
心
持
可
入
儀
候
条
、
急
度
可
有
皆
済
様
ニ
可
被
仰
付
事
、

付
當
國
者
、
去
々
年
御
検
地
被
仰
付
、
高
一
石
ニ
納
米
三
斗
二
升
ニ
相
定
候
、
琉

球
者
、
先
年
之
検
地
も
い
か
に
も
緩
与
被
仰
付
候
故
、
當
時
之
納
米
も
爰
許
よ
り

ハ
餘
分
有
之
由
候
事
、

一
、
毎
年
琉
球
出
物
者
、
次
年
之
八
月
限
ニ
可
為
皆
済
候
、
拾
月
移
候
ハ
ヽ
、
如
此

方
出
銀
利
足
可
被
相
付
事
、

一
、
當
年
之
糸
船
帰
朝
延
引
無
心
元
候
、
去
春
、
金

(

尚
朝
貞)

武
王
子
ニ
細
々
如
申
談
、
一
年

中
ニ
御
物
銀
子
千
貫
目
充
、
唐
へ
可
被
相
渡
ニ
定
候
、
然
時
者
、
琉
球
衆
之
御
奉

公
者
、
唐
口
之
商
賣
之
外
、
別
ニ
無
御
座
候
条
、
弥
被
入
御
精
へ
く
候
、
當
國
之

諸
士
者
、
或
在
京
、
在
江
戸
、
或
御
使
、
所
之
御
奉
公
、
不
嫌
夜
白
、
致
辛
労
候

儀
不
一
事
候
事
、

一
、
軍
役
方
者
、
馬
鞍
、
具
足
、
鑓
、
長
刀
、
鉄
炮
并
玉
薬
、
弓
矢
、
ゑ
ひ
ら
、
う

つ
ほ
、
の
ほ
り
、
刀
、
乗
船
或
高
相
應
ニ
人
数
を
拘
置
、
出
陳
之
用
意
等
之
入
目
、

或
公
界
を
相
勤
候
衆
之
雜
作
、
琉
球
ニ
相
替
、
不
大
方
候
へ
共
、
三
匁
五
分
出
銀

相
調
候
事
、

一
、
た
は
こ
出
物
一
人
ニ
付
銀
弐
分
、
但
位
之
衆
者
可
為
御
免
許
候
、
其
下
へ
者
、

可
被
仰
付
候
、
牛
馬
口
錢
之
代
銀
壱
疋
ニ
付
二
分
五
り
、
作
人
之
高
一
石
ニ
壱
分

出
銀
、
如
右
之
當
國
道
之
嶋
ニ
到
迄
、
数
年
納
来
候
處
、
琉
球
者
無
其
沙
汰
候
、

自
今
以
後
、
出
物
同
前
ニ
上
納
可
被
仰
付
候
、
若
月
定
よ
り
於
延
引
者
、
出
物
同

前
ニ
可
為
利
付
事
、
付
琉
球
國
中
男
女
之
人
数
并
牛
馬
之
数
相
改
候
而
、
帳
を
相

調
可
被
差
上
せ
事
、

一
、
唐
へ
渡
楫
之
船
ニ
銅
を
下
積
ニ
仕
、
唐
ニ
て
と
う
た
ん
ニ
替
り
、
於
此
元
銀
ニ
成

由
候
而
、
従
大
坂
銅
四
千
弐
百
貫
目
下
候
間
、
次
第
ニ
船
便
毎
ニ
可
差
下
候
間
、

漸
々
ニ
唐
へ
被
遣
、
と
う
た
ん
被
召
換
可(

朱
書
、
下
同
ジ)

被
指
上

｢

欠｣

□

｢

欠｣

入｢

欠｣糸
を｢

欠｣乗
渡
障
ニ
必
不

□

｢

欠｣

成
様
ニ
可
被
仰
付
候
事
、

一
、
自
今
以
後
、
琉
球
諸
士
之
出
銀
方
者
、
鹿
児
嶋
出
銀
蔵
へ
上
納
候
而
、
御
分
國

中
之
高
奉
行
へ
可
有
首
尾
事
、

○
中

略

右
之
条
々
、
我
等
前
よ
り
可
申
入
由
、
老
中
衆
被
仰
候
間
、
如
此
候
、
宮

[

巨]

細
者
村

田
郷
左
衛
門
尉
、
可
被
申
達
者
也
、

寛
永
十
二
年
八
月
廿
八
日

｢

在
日
附
之
下｣

○
朱
書

川
上
又
左
衛
門
尉

(

花
押
影)

三

｢

八
字
之
通｣

○
朱
書

司
官
在

金
武
王
子参

[

南
聘
紀
考]

○
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
島
津
家
本
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十
(

寛
永)二
年
、｢

乙○
朱
書亥｣

○
中
略

此
年
、
二
月
、

○
中
略
前
レ
此
、
丈
量
道
島
所
定
租
額
、
未
為
精
覈
、

故

公
賜
王
書
雖
略
不
載
、
至
是
、
特
示
之
曰
、
鬼
界
島
陸
仟
玖
佰
参
拾
貳
斛
肆
斗
、

徳
之
島
壹
萬
玖
仟�

斛
�
斗
、
大
島
壹
萬
肆
佰
伍
拾
五
斛
五
斗
、
永
良
部
島
肆
仟
佰
伍

拾
斛
伍
斗
、
與
論
島
仟
貳
佰
�
拾
貳
石
伍
斗
、
以
上
五
島
通
計
参
萬
貳
仟
捌
佰
貳
拾

捌
斛
陸
斗
、
校
寛
永
元
年
高
、
則
所
減
壹
萬
肆
佰
貳
拾
玖
斛
壹
斗
陸
升
也
、

[

薩
隅
日
田
賦
雑
徴]

○
近
世
地
方
経

済
史
料
第
一
巻

寛
永
十
年
竿
并
慶
安
五
年
御
船
手
竿

○
中
略一

、
高
頭
四
萬
三
千
貳
百
五
拾
七
石
七
斗
六
升
餘琉

球
道
之
島

右
、
寛
永
元
年
よ
り
御
藏
入
之
故
、
爲
収
納
内
檢
高
壹
石
に
付
籾
三
俵
賦
之
高
に
相

見
得
申
候
由
、
古
帳
相
見
得
申
候
、

寛
永
十
二
年
、
元
高
百
石
に
付
、
七
石
三
斗
六
升
五
合
壹
勺
宛
盛
増
、

一
、
高
頭
九
萬
八
百
八
拾
三
石
九
斗
餘

琉
球
國
司
領

御
朱
印
高
不
足
に
付
、
如
是
盛
増
爲
有
之
由
、
古
帳
相
見
得
申
候
、

[

租
税
問
答]

○
近
世
地
方
経

済
史
料
第
二
巻

第
五
十
八

大
島
等
租
法

○
中

略

是
よ
り
前
、
道
之
島
を
丈
量
す
る
未
精
覈
な
ら
ず
、
同
十
二
年
、
琉
球
に
書
を

賜
て
慶
長
以
来
道
の
島
琉
球
を
離
る
、
然

る
に
今
此
命
あ
る
は
故
あ
る
べ
し

五
島
の
額
數
を
定
め
ら
る
、
喜
界
島
は
六
千
九
百
三

拾
二
石
四
斗
、
徳
之
島
は
一
萬
九
石
七
斗
、
大
島
は
一
萬
四
百
五
拾
五
石
五
斗
、
永

良
部
島
は
四
千
百
五
拾
八
石
五
斗
、
與
論
島
は
千
二
百
七
拾
二
石
五
斗
、
五
島
の
通

計
三
萬
二
千
八
百
二
拾
八
石
六
斗
、
前
の
元
和
高
に
比
す
れ
ば
一
萬
四
百
二
拾
九
石

一
斗
六
升
三
合
餘
減
ず
る
な
り
、

○
是
歳
、
道
之
島
五
島
高
ヲ
定
メ
ル
コ
ト
、
便
宜
合
叙
ス
、

寛
永
十
三
年

(

一
六
三
六)

是
春
、
徳
之
島
代
官
大
田
丹
後
、
徳
之
島
ニ
着
ス
、

[

徳
之
嶋
面
縄
院
家
蔵
前
録
帳]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
三
年
丙
子
春
ヨ
リ
同
十
四
丁
丑

○
大
田
丹
後
殿

[

詰
役
系
圖
在
番
所
沖
永
良
部
島
代
官
系
圖]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
三
年
丙
子

大
田
丹
後

寛
永
十
四
年

(

一
六
三
六)

是
春
、
大
島
代
官
有
馬
治
右
衛
門
、
大
島
ニ
着
ス
、

[

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表
代
官
相
勤
候
覺]

嶋
中
百
姓
ヨ
リ
丹
後
江
詰
越
被
仰
付
可
被
下
候
、
左
様
候
得
ハ
御
公
儀
方
茂
百
姓
中

茂
勝
手
能
御
座
候
通
為
申
出
由
候
、
依
之
、
於
御
物
座
御
出
合
者
、
百
姓
之
悦
ひ
申

役
人
ハ

公
儀
之
御
為
ニ
ハ
宜
有
間
敷
候
、
然
共
大
嶋
御
利
潤
御
勘
定
所
江
御
向

[

問]

被

遊
候
処
ニ
、
丹
後
下
嶋
仕
候
而
ヨ
リ
前
々
之
御
得
分
と
ハ
過
分
ニ
相
重
ミ
候
ニ
付
、

六
年
詰
と
被
仰
渡
候
得
共
、
老
躰
ニ
而
難
勤
故
、
翌
年
御
断
申
上
、
代
役
丹
後
甥
有

馬
治
右
衛
門
江
被
仰
付
下
嶋
候
ニ
付
、
丹
後
ハ
四
年
大
嶋
江
相
勉
、
寛
永
十
四
年
丑

○
寛
永
十
四
年
丑
、大
山
・
松
下
論
文
及
ビ
桑

波
田
論
文
掲
載
釈
文
、
寛
永
十
三
年
子
ニ
作
ル
、

五
月
廿
二
日
、
明
六
ツ
前
ニ
、
大
嶋
笠
利
間
切

之
内
赤
木
名
湊
ヨ
リ
鹿
兒
嶋
上
町
船
頭
主
殿
十
二
端
帆
ニ
テ
出
船
、

[
大
島
代
官
記]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

一
、
寛
永
十

(

マ

マ)

六
己
卯
春

御
代
官

有
馬
治
右
衛
門
殿

中
里
刑
部
左
衛
門
殿

木国
分
衆
中

藤
九
右
衛
門
殿

石
塚
七

(

胤
宣)左
衛
門
殿
○
前
代
官
有
馬
純

定
附
衆
ニ
見
ユ
、

[

喜
界
島
代
官
記]

○
道
之
島
代

官
記
集
成
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同
十

(
マ

マ)

六
己
卯

有
馬
治
右
衛
門
尉
殿

附
衆

国
分
衆

中
里
刑
部
左
衛
門
殿

木
藤
九
右
衛
門
殿

石
塚
七
左
衛
門
殿

右
御
代
マ
テ
ハ
、
附
衆
三
人
宛
ナ
リ
、

○
有
馬
治
右
衛
門
、
大
島
代
官
ニ
任
ゼ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
、
有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附

肝
付
表
代
官
相
勤
候
覺
ニ
ヨ
リ
、
寛
永
十
四
年
春
ニ
大
島
ニ
着
任
ノ
コ
ト
、
同

年
五
月
二
十
二
日
、
前
代
官
有
馬
純
定
、
大
島
ヲ
発
ス
ル
ニ
ヨ
リ
掲
グ
、

五
月
二
十
五
日
、
大
島
代
官
有
馬
純
定
、
鹿
児
島
ニ
帰
着
ス
、

[

有
馬
丹
後
純
定
大
嶋
附
肝
付
表
代
官
相
勤
候
覺]

寛
永
十
四
年
丑
○
寛
永
十
四
年
丑
、
大
山
・
松
下
論
文
及
ビ
桑

波
田
論
文
掲
載
釈
文
、
寛
永
十
三
年
子
ニ
作
ル
、

五
月
廿
二
日
、
明
六
ツ
前
ニ
、

大
嶋
笠
利
間
切
之
内
赤
木
名
湊
ヨ
リ
鹿
兒
嶋
上
町
船
頭
主
殿
十
二
端
帆
ニ
テ
出
船
、

山
川
江
廿
四
日
昼
七
ツ
時
ニ
入
津
、
廿
五
日
昼
時
分
ニ
鹿
兒
嶋
江
着
船
仕
、
附
衆
御
勘

定
廿
日
斗
ニ
首
尾
好
相
済
、
目
録
被
下
候
日
、
於
御
城
丹
後
并
附
衆
三
人
御
振
舞
被

下
、
首
尾
能
国
分
江
帰
宅
被
申
候
事
、

○
中

略

右
之
段
々
、
親
丹
後
六
十
二
歳
ニ

而
大
嶋
江

渡
海
申
候
、(

有
馬
純
次
、
八
ヶ
代
重
昌)

私
儀
ハ
十
五
歳
ニ
罷

成
候
末
子
ニ
而
御
座
候
處
、
十
四
歳
ニ
而
母
死
去
仕
候
ニ
付
、
別
而
愛
情
不
浅

候
故
、
召
列
渡
海
被
申
候
、
依
之
、
拙
者
覚
候
儀
ヲ
子
孫
ニ
申
傳
度
候
ニ
付
、

如
斯
御
座
候
、
以
上
、

○
下
略

[

南
聘
紀
考]

○
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
島
津
家
本

○
寛
永
十
三
年
、
丙
子
、
○
中
略

○
五
月
、
有
馬
純
定
還
自
大
島
、
六
月
、

公

(

島
津
家
久)

召
純

定
及
附
衆
、
造
于

府
城
特
賜
膳
差
労
之
也
、

寛
永
十
五
年

(

一
六
三
八)

是
春
、
徳
之
島
代
官
野
村
隼
人
、
徳
之
島
ニ
着
ス
、

[

徳
之
嶋
面
縄
院
家
蔵
前
録
帳]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
五
年
戊
寅
春
ヨ
リ
同
十
六
己
卯

○
野
村
隼
人
殿

[

詰
役
系
圖
在
番
所
沖
永
良
部
島
代
官
系
圖]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
五
年
戊
寅

野
村
隼
人

是
歳
、
大
島
笠
利
間
切
與
人
思
太
良
、
島
津
家
久
逝
去
ノ
御
悔
ノ
タ
メ
上
國
ス
、

[

嬉
姓
喜
志
続
親
方
系
譜]

○
奄
美
大
島

諸
家
系
譜
集

宇六
代
宿
與
人

字
思
太
良
、
○
中
略

寛
永
十
五
年
戊
寅
、
大

(

島
津
家
久)

守
中
納
言
君
御
逝
去
、
○
二
月
二
十

三
日
薨
ズ
、
爲
御
悔
、
代
官
有
馬(

治丹

後右
衛
門)守

傳
命
、
上
國
、

寛
永
十
六
年

(

一
六
三
九)

是
春
、
大
島
代
官
有
川
五
左
衛
門
、
大
島
ニ
着
ス
、

[

大
島
代
官
記]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

一
、
寛
永
十

(

マ

マ)

八
辛
巳
春

御
代
官

有
川
五
右

[

左]

衛
門
殿

右
附
役

上
原
仲
左
衛
門
殿

木
佐
貫
万
兵
衛
殿

平
田
傳
兵
衛
殿

松
崎
善
左
衛
門
殿

緒
方
島
右
衛
門
殿

但
、
右
御
代
ヨ
リ
、
御
附
役
五
人
ツ
ヽ
、
前
ハ
三
人
ツ
ヽ
、
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[
喜
界
島
代
官
記]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

同
十

(
マ

マ)
八
辛
巳

奉

(

マ
マ)行

有
川
五
右

[

左]

衛
門
殿

附
衆

上
原
仲
左
衛
門
殿

木
佐
貫
萬
兵
衛
殿

平
田
傳
兵
衛
殿

松
崎
善
左
衛
門
殿

緒
方
志
摩
右
衛
門
殿

右
御
代
ヨ
リ
、
附
衆
五
人
宛
ナ
リ
、

[

續
編
島
津
氏
世
系
正
統
系
圖]

十
九
代
光
久

第
五

｢

正
文
在
文
庫｣

○
朱
書

○
中
略
、
覚
書
ノ
全
文
ハ
、

七
月
二
十
日
ノ
条
ニ
収
ム
、

一
、
琉
球
出
船
之
時
、
國
司
よ
り
上
布
三
丸
、
は
せ
を
布
廿
端
、
菓
子
盆
三
束
、
焼

酒
貳
壷
被
下
候
、

一
、
道
嶋
へ
船
懸
り
仕
、
逗
留
之
内
、
嶋
々
見
廻
申
候
、
間
切
々
々
ニ
假
屋
御
座
候
、

こ
と
ゝ
ゝ
敷
大
家
作
ニ
て
候
、
ケ
様
之
大
宿
入
事
有
間
敷
候
間
、
ほ
そ
め
可
被
申

由
取
納
、
奉
行
有
川
五
左
衛
門
殿
へ
申
置
候
、

○
中

略

卯

｢

寛
永
十
六
年｣

○
朱
書

七
月
廿
日

伊
東
二
右
衛
門
尉

○
有
川
五
左
衛
門
、
寛
永
十
六
年
夏
以
前
ニ
大
島
代
官
ノ
任
ニ
ア
ル
コ
ト
、

(

寛
永
十
六
年)

卯
七
月
二
十
日
前
琉
球
在
番
奉
行
伊
東
二
右
衛
門
尉
覚
書
ニ

ヨ
リ
、
是
春
、
大
島
ニ
着
ス
ル
コ
ト
、
前
代
官
有
馬
治
右
衛
門
ノ
任
期
及
ビ
例

ニ
ヨ
リ
掲
グ
、

七
月
二
十
日
、
前
琉
球
在
番
奉
行
伊
東
二
右
衛
門
尉
、
鹿
児
島
ヘ
ノ
帰
国
ノ
途
次
ニ
、

道
之
島
ニ
逗
留
ノ
コ
ト
及
ビ
大
島
ノ
桑
ノ
コ
ト
ヲ
記
ス
、

[

續
編
島
津
氏
世
系
正
統
系
圖]

十
九
代
光
久

第
五

｢

正
文
在
文
庫｣

○
朱
書

一
、
今
度
琉
球
へ
為
御
使
罷
渡
、
唐
へ
参
候
銀
子
之
儀
委
申
渡
候
、
就
其
従
琉

(

符
宗
常
・

球
使

者平
重
陳)両
人
被
罷
渡
、
其
首
尾
被
申
候
事
、

一
、
琉
球
嶋
々
不
殘
見
廻
申
候
而
、
繪
圖
細
ニ
仕
置
候
、
前
琉
球
よ
り
参
候
繪
圖
ニ

少
替
申
候
事
、

一
、
國

(

尚
豊
王)

司
へ
罷
出
候
時
進
物
、
前
々
�
被
参
候
衆
之
進
物
、
承
合
相
調
申
候
、
別
紙

ニ
有
、

一
、
琉
球
へ
参
着
ニ
、
國
司
よ
り
米
・
野
菜
・
薪
・
味
噌
・
し
ほ
御
取
合
被
遣
候
へ

共
、
請
取
不
申
候
、

一
、
國
司
我
々
宿
へ
御
見
廻
可
被
成
由
被
仰
候
、
色
々
斟
酌
申
候
へ
共
、
前
々
被
罷

渡
候
衆
へ
も
御
出
被
成
候
間
、
是
非
御
出
可
被
成
由
候
、
左
様
ニ
候
へ
ハ
、
前
々

衆
も
御
振
舞
被
成
由
候
間
、
同
前
ニ
振
舞
申
候
、
五
ツ
め
迄
ミ
か
き
も
の
仕
候
、

其
時
國
司
よ
り
銀
子
拾
五
枚
、
焼
酒
壷
貳
ツ
被
下
候
、

一
、
琉
球
出
船
之
時
、
國
司
よ
り
上
布
三
丸
、
は
せ
を
布
廿
端
、
菓
子
盆
三
束
、
焼

酒
貳
壷
被
下
候
、

一
、
道
嶋
へ
船
懸
り
仕
、
逗
留
之
内
、
嶋
々
見
廻
申
候
、
間
切
々
々
ニ
假
屋
御
座
候
、

こ
と
ゝ
ゝ
敷
大
家
作
ニ
て
候
、
ケ
様
之
大
宿
入
事
有
間
敷
候
間
、
ほ
そ
め
可
被
申

由
取
納
、
奉
行
有
川
五
左
衛
門
殿
へ
申
置
候
、

一
、
大
嶋
へ
廣
さ
貳
三
尺
之
板
可
有
之
桑
有
之
由
申
候
間
、
厚
さ
三
寸
ツ
ヽ
ニ
と
ら

せ
、
船
一
艘
ニ
一
枚
ツ
ヽ
、
さ
し
荷
ニ
て
御
上
せ
有
へ
き
由
申
置
候
、
付
七
八
端

之
船
ほ
は
し
ら
ニ
な
る
へ
き
程
之
桑
有
之
由
申
候
間
、
能
々
可
被
立
置
由
申
置
候
、

卯

｢

寛
永
十
六
年｣

○
朱
書

七
月
廿
日

伊
東
二
右
衛
門
尉
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寛
永
十
七
年

(

一
六
四
○)

是
春
、
徳
之
島
代
官
猪
俣
為
右
衛
門
、
徳
之
島
ニ
着
ス
、

[

徳
之
嶋
面
縄
院
家
蔵
前
録
帳]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
七
年
庚
辰
春
ヨ
リ
同
十
八
辛
巳

○
猪
俣
為
右
衛
門
殿

[

詰
役
系
圖
在
番
所
沖
永
良
部
島
代
官
系
圖]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
七
年
庚
辰

猪
俣
田
右
衛
門

是
歳
、
飄
到
南
蛮
人
及
ビ
中
国
人
ヲ
薩
摩
ニ
護
送
セ
ル
琉
球
国
使
馮
清
苗
、
順
風
無

キ
ニ
ヨ
リ
テ
大
島
ニ
滞
在
ス
、
琉
球
国
、
智
武
則
ヲ
大
島
ニ
遣
シ
テ
、
翌
年
、
南
蛮

人
ヲ
薩
摩
ニ
送
リ
、
尋
デ
長
崎
ニ
転
送
セ
シ
ム
、

[

中
山
世
譜
附
巻]

巻
之
一

尚
豊
王

○
中
略十

(

崇
禎)三
年
庚
辰
、
○
中

略

本
年
、
爲
護
送
飄
到
南
蠻
人
三
名
、
中
国
人
二
人
事
、
遣
馮
氏
石
川
筑
殿
清
苗
・
與

那
嶺
、

竊
按
陶
氏
家
譜
、
本
年
、
照
屋
筑
殿
全
賢
、
爲
護
送
南
蠻
人
事
、
奉
命
到
薩
州
云

爾
、
由
是
考
之
、
照
屋
赴
薩
州
時
、
改
名
與
那
嶺
也
耶
、
歴
代
已
久
、
不
可
得
而
詳
、赴
薩
州
、
因
無
順
風
、

滞
在
大
島
、

再
遣
智
氏
舟
越
筑
殿
武
則
、
到
彼
島
、
同
清
苗
相
議
、
毎
小
舟
乙
隻
装
載
南
蠻
人

一
人
、
翌

(

崇
禎
十
三
年)

年
二
月
十
五
日
、
到
薩
州
、
轉
送
長
崎
、
本
年
回
國
、

寛
永
十
九
年

(

一
六
四
二)

是
春
、
徳
之
島
代
官
岩
切
縫
殿
、
徳
之
島
ニ
着
ス
、

[

徳
之
嶋
面
縄
院
家
蔵
前
録
帳]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
九
年
壬
午
春
ヨ
リ
同
二
十
癸
未
迄
終

○
岩
切
縫
殿
殿

[

詰
役
系
圖
在
番
所
沖
永
良
部
島
代
官
系
圖]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

寛
永
十
九
年
壬
午

岩
切
縫

�
永
二
十
年

(

一
六
四
三)

是
春
、
大
島
代
官
田
中
善
兵
衛
、
大
島
ニ
着
ス
、

[

大
島
代
官
記]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

一
、
�
永
二
十
発
未
春

御
代
官

田
中
善
兵
衛
殿

右
附
役

岡国
分
衆
中

元
主
計
殿

篠
崎
新
左
衛
門
殿

中
村
權
右
衛
門
殿

森
田
慶
左
衛
門
殿

谷

(

イ

ナ

シ)

山
角
左
衛
門
殿

[

喜
界
島
代
官
記]

○
道
之
島
代

官
記
集
成

同
二
十
発
未

右
同

田
中
善
兵
衛
殿

右
同

(

附
衆)

岡
元
主
計
殿

篠
崎
新
右
衛
門
殿

右
同

中
村
權
右
衛
門
殿

右
同

森
田
慶
左
衛
門
殿

右
同

谷
山
角
左
衛
門
殿

[

補
記]
石
井
正
敏

｢『

肥
後
守
祐
昌
様
琉
球
御
渡
海
日
記』

(『

南
島
史
学』

二
八

号
、
一
九
八
六
年
九
月)

に
、
寛
永
十
五
・
十
六
年
の
奄
美
諸
島
記
事
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
別
の
機
会
に
補
遺
と
し
て
紹
介
し
た
い
。
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